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第1章 調査の概要 
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 調査実施の目的 

県営水道では、お客さまの水使用の動向や意識、ご意見やご要望を把握して、今後の事業運営

の基礎資料として活用するために、個人と事業所等のお客さまを対象に標記調査を実施しました。 

 

 調査の概要 

項目 事業所調査 

調査対象 県営水道給水区域内に所在し、業務用料金を適用している、年間使用

水量又は下水道排水量が 10,000 ㎥以上の全事業所 （921 事業所） 

調査方法 郵送による配布及び回収 

調査期間 令和 元 年 11 月 18 日（月）～ 12 月 2 日（月） 

回収結果 有効回収数 630 件 （有効回収率 68.4％） 

調査内容 水道水等の使用状況、節水状況、県営水道が取り組むべき事業、水道

料金の仕組みへの意見、水道事業に関する知りたい情報等 

 

 調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単

数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならな

い場合がある。  

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。  

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

る。  

・クロス集計の項目に無回答がある場合、これを表示していない。よって全体の数値と各項目の

和が一致しない場合がある。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れて

いない場合がある。  
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 標本誤差 
標本誤差は次式で得られ、①比率算出の基数（n）、②回答の比率（p）によって誤差幅が異な

る。 

 

標本誤差＝±２ 

 

今回の調査結果の標本誤差は下記のようになる。 

       回答の比率

(p) 

n 

90％または 

10％程度 

80％または 

20％程度 

70％または 

30％程度 

60％または 

40％程度 
50％程度 

650 ±1.81% ±2.41% ±2.76% ±2.95% ±3.01% 

630 ±1.90% ±2.54% ±2.90% ±3.10% ±3.17% 

600 ±2.05% ±2.73% ±3.13% ±3.34% ±3.41% 

400 ±3.19% ±4.26% ±4.88% ±5.21% ±5.32% 

200 ±5.31% ±7.08% ±8.11% ±8.67% ±8.85% 

100 ±8.02% ±10.69% ±12.24% ±13.09% ±13.36% 

 

※上表は      ≒１として算出している。なお、この表の計算式の信頼度は 95％であ

る。 

 

注／この表の見方 

標本誤差とは、今回のように全体（母集団）の中から一部を抽出して行う標本調査では、全

体を対象に行った調査と比べ、調査結果に差が生じることがあり、その誤差のことをいう。こ

の誤差は、標本の抽出方法や標本数によって異なるが、その誤差を数学的に計算することが可

能である。その計算式を今回の調査に当てはめて算出したのが、上記の表である。見方として

は、例えば、「ある設問の回答者数が 650 人であり、その設問中の選択肢の回答比率が 60％で

あった場合、その回答比率の誤差の範囲は最高でも「±2.95%以内（57.05～62.95％）である」

とみることができる。 

 

  

N－n 
N－１ 

２ × 
N－n 

× 
p（１－p） 

N－１ n 

N＝母集団数（20歳以上人口） 

n＝比率算出の基数（回答者数） 

p＝回答の比率（％） 
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 調査結果の概要 

 水の使用状況について 

① 水の種類別使用状況及び今後の動向 

 

 

 

 
図 1 水の使用状況 

 
 

 
図 2 水道水以外の使用の理由 

①91.7%

①49.0%

②0.0%

②1.4%

③0.3%

③29.2%

④7.9%

④20.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道水の使用状況(630)

水道水以外の使用状況(630)

①使用している ②新たに使用したい ③使用する予定はない ④無回答

(n)

①30.4% ②35.0% ③13.3% ④18.1% ⑤3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道水以外の水を使用している理由(309)

①水道水のような高い水質を要しないから

②水道料金が高いから

③危機管理の一環として、水の調達元を複数に分散しているから

④その他

⑤無回答

(n)

「水道水以外の水」を使用する事業所は約５割であり、理由は、高い水質を要しな

い、水道料金が高いというものだった。 
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図 3 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向 

 

◇水道水以外を利用する理由は水道料金や水質の点が大きい 

「水道水以外の水」の使用状況の理由は、「水道料金が高いから」（35.0％）と「水道水のよう

な高い水質を要しないから」（30.4％）が３割台で高い。地下水等使用割合別にみると「『水道水

以外の水』を９割以上」使用している事業所は「水道料金が高いから」（53.1％）と回答している

割合が高くなっている。水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向は、「わからない」（47.2％）

が最も多く、「使用量を増やさない」（30.6％）、「使用量を増やす」（20.4％）が次いでいる。地下

水等使用割合別でみると、「水道水以外を１割」使用している事業所は「使用量を増やさない」

（50.0％）と回答している割合が高い。 

◇水質の安定性を重視する事業所ほど、水道料金が下がっても「使用量を増やさない」と回答 

「導入コスト」を重視している事業所は、水道料金が下がった際、「使用量を増やさない」と

回答した事業所はなく、「使用量を増やす」（10.0％）のほうが上回る。 

これに対し、「水質の安定性」を重視している事業所は「使用量を増やさない」(39.5%)と回

答している割合が「使用量を増やす」(10.5%)に比べて高い。また、「運用コスト」を重視して

いる事業所でも同様に「使用量を増やさない」(34.1%)と回答している割合が「使用量を増や

す」(29.5%)を上回っている。  

①20.4% ②30.6% ③47.2% ④1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道料金が下がったら、水道水の使用量

を増やしますか。(108)

①使用量を増やす ②使用量を増やさない ③わからない ④無回答

(n)
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② 水を使用するにあたり一番考慮すること 

 

 

 
図 4 水を使用するにあたり考慮すること 

 

◇約５割の事業所が「水質の安定性」を一番考慮している 

水使用で一番考慮することは、「水質の安定性」（48.7％）が約５割を占める。「運用コスト」

（22.7％）、「水量の安定性（渇水がない）」（19.4％）が次いでいる。 

◇水道水以外を多く使用する事業所は「運用コスト」重視 

地下水等使用割合別にみると、「水道水以外を使用していない」と回答した事業所は「水質の安

定性」（59.1％）を重視している傾向にある割合が高い。一方、「水道水以外を９割以上」使用し

ていると回答した事業所は「運用コスト」（35.4％）を重視している傾向にある。 

  

①5.9%

②48.7%

③19.4%

④22.7%

⑤1.0%
⑥2.4%

①導入コスト

②水質の安定性

③水量の安定性（渇水がない）

④運用コスト

⑤その他

⑥無回答

(n=630)

水を使用するにあたり、約５割の事業所が水質の安定性を一番考慮している。 
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③ 水道施設や水道管の固定費を負担する制度の認知度 

 

 

 
図 5 水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担について 

 

◇７割以上の事業所が水道施設等の固定費負担に係る制度を知らない 

水道施設や水道管の固定費を負担する制度については、「知らなかった」と回答した事業所が７

割以上（71.6％）を占めるが、約２割（21.3％）の事業所は「制度の内容を知っていた」と回答

した。地下水等使用割合別でみても、あまり大きな差はみられない。 

  

①5.7%

②21.3%

③71.6%

④1.4%

①制度の内容を知っていた

②制度について聞いたことがある

③知らなかった

④無回答

(n=630)

７割以上の事業所が、水道施設や水道管の固定費を負担する制度を知らない。 
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 今後の水道水使用の見込みについて 

① 今後の水道水の使用量 

 

 

 

図 6 水道水使用量の見込み 

 

 

図 7 水道水使用増加見込みの理由 

 

①7.1%

②79.7%

③6.0%

④0.2% ⑤6.5%⑥0.5%

①増える見込み

②変わらない

③減る見込み

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)

①4.4%
②2.2%

③4.4%

④33.3%

⑤53.3%

⑥2.2%

⑦0.0%

①地下水の水質に問題があり、水道水に切り

替えを検討している
②その他の理由で水道水に切り替えを検討し

ている
③生産体制の見直しにより他から生産ライン

を移す予定がある
④製品等の生産量の増加が見込まれる

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=45)

約８割の事業所が、今後の水道水の使用量は「変わらない」としている。 
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図 8 水道水使用減少見込みの理由 

 

◇約８割の事業所で今後の水道水使用量は「変わらない」 

今後の水道水の使用量について、地下水等使用割合別にみると、いずれも「変わらない」と回

答した事業所が最も多くなっている。一方、「水道水以外を２～４割」使用していると回答した事

業所の一部は「減る見込み」と２割弱（15.9％）が回答している。 

◇製品等の生産量の増減が水道水の使用量に影響 

今後の水道水の使用量が「増える」見込みの理由は、「その他」（53.3％）が最も多く、「製品等

の生産量の増加が見込まれる」（33.3％）が次いでいる。「減る」見込みの理由は、「その他」（60.5％）

が最も多く、「製品等の生産量の減少が見込まれる」（21.1％）、「生産体制の見直しにより他に移

転することを検討している」（13.2％）が次いでいる。 

  

①2.6%
②0.0%

③21.1%

④13.2%

⑤60.5%

⑥0.0%

⑦2.6%

①地下水の使用又は使用増を検討している

②地下水以外の水（再生水等）の使用又は使

用増を検討している
③製品等の生産量の減少が見込まれる

④生産体制の見直しにより他に移転すること

を検討している
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=38)
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 県営水道の事業について 

① 今後の災害対策の進め方の認識 

 

 

 

図 9 今後の災害対策 

 
◇８割近くの事業所が今以上の災害対策を望んでいる 
 今後の災害対策の進め方は、「災害対策は今と同じ水準で進める」（43.2％）が最も多く、「災害

対策は今を超える水準で進める」（35.6％）と合わせると８割近くの事業所が今以上の水準の災害

対策を望んでいる。 

◇水道水の使用割合が比較的高い事業所は「今を超える水準」と回答した割合が高い 

地下水等使用割合別にみると、「水道水以外を使用していない」「水道水以外を１割」と回答し

た事業所は「災害対策は今を超える水準で進める」と回答している割合が高い。 

◇水量の安定性を重視する事業所は「今を超える水準」と回答した割合が高い 

導入コストを重視している事業所は、今後の災害対策の進め方について「災害対策は今と同じ

水準で進める」(56.8％)と回答している割合が高い一方で、水量の安定性（渇水がない）を重視

している事業所は「災害対策は今を超える水準で進める」（41.8％）と回答している割合が比較的

高い。 

  

①43.2%

②35.6%

③10.6%

④0.3%

⑤9.5%
⑥0.8%

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)

 約８割の事業所が、「災害対策は今を超える水準で進める」と回答している。 
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② 水道管の更新の取組の認識 

 

 

 

 

 
図 10 水道管の更新の取組 

 
◇約８割の事業所が水道管の更新のペースアップを望んでいる 

水道管の更新の取組については、「100 年に１回のペースにスピードアップする」（51.1％）が

最も多く、「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにスピードアップする」（25.4％）と合

わせると、年間更新率１％以上のペースへのスピードアップを回答した事業所が約８割を占める。 

◇水道料金を安いと思っている事業所は水道管更新のより早いペースアップを望む割合が高い 

地下水等使用割合別にみると、いずれに関しても「水道管更新は 100 年に１回のペースにスピ

ードアップする」が５割以上と最も高くなっているが、「水道水以外を使用していない」と回答し

た事業所に関しては「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにスピードアップする」

（29.0％）と回答している割合が比較的高い。また、現在の水道料金について「安いと思う」と

回答した事業所に関して「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにスピードアップする」

（40.0％）と回答している割合が比較的高い。 

  

①5.1%

②51.1%③25.4%

④4.3%

⑤1.3%

⑥11.7%
⑦1.1% ①水道管更新は160 年かかる今のペー

スのままとする

②水道管更新は100 年に１回のペース

にスピードアップする

③水道管更新は100 年に1 回よりも早い

ペースにスピードアップする

④水道管更新はしないで、漏水したとこ

ろだけを修理する

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

100 年に１回のペースにスピードアップを望んでいる事業所が約５割になる。 
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③ 今後の水道施設の更新及び維持管理 

 
 

 

 
図 11 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理 

 

◇約４割の事業所で水道料金が上がっても必要な更新や維持管理を望んでいる 

今後の水道施設の更新及び維持管理については、「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持

管理を行う」が約５割（48.9％）を占めるが、「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行

う」を回答した事業所が約４割（37.3％）ある。 

◇特に従業員が多い事業所では更新や維持管理に積極的 

従業者数別にみると、従業者が 301 人以上の事業所は「水道料金が上がっても必要な更新・維

持管理は行う」（47.9％）と回答した割合が高い。 

◇水道料金を安いと思っている事業所は更新維持管理に積極的 

運用コストを重視している事業所は、水道施設の更新及び維持管理について「今の水道料金の

範囲で水道施設の更新・維持管理を行う」(54.5％)と回答している割合が高い。現在の水道料金

について「高いと思う」と回答した事業所もまた、水道施設の更新及び維持管理について「今の

水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う」（61.2％）と回答している割合が高い。一方、

「安いと思う」と回答した事業所は、「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う」

(93.3％)と回答している割合が高い。 

  

①48.9%

②37.3%

③2.9%

④9.7%
⑤1.3%

①今の水道料金の範囲で水道施設の更

新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維

持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)

今の水道料金の範囲で、更新・維持管理を行うとした事業所が約 50％である。 

水道料金が上がっても必要な更新・維持管理を行うとした事業所も約 40％である。 
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 上水道料金の仕組みについて 

① 上水道料金の仕組み 

 
 

 
図 12 上水道料金の意識 

 
◇水道料金は５割以上の事業所で「適正だと思う」 

上水道料金については、「適正な料金だと思う」（51.0％）が最も多く、５割以上の事業所で適

正な料金だという認識だった。 

◇運用コスト重視の事業所の約４割で「高い」という認識 

従業者数別にみると、従業者が「９人以下」の事業所は「適正な料金だと思う」（63.2％）と回

答した割合が高く、一方、運用コストを重視している事業所は、上水道料金についてについて「高

いと思う」(38.5％)と回答している割合が高い。 

 

  

①26.2%

②51.0%

③2.4%

④15.1%

⑤5.4%

①高いと思う

②適正な料金だと思う

③安いと思う

④わからない

⑤無回答

(n=630)

５割以上の事業所が、現在の水道料金を適正だと考えている。 
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② 水道料金についての知識 

 
 

上水道料金については、「適正な料金だと思う」（51.0％）が最も多く、 

 

 

図 13 上水道料金の知識【複数回答】 

 
◇水道料金についてのすべての項目について約５割以上の事業所が知っている 

水道料金については、６項目すべて、５～８割程度の事業所が知っていると回答した。 

特に、支払いに関する項目については、約８割の認知度と非常に高かった。 

 

  

48.7%

56.0%

77.5% 71.6%

56.0%
50.3%

2.4% 0.2%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で
、
主
に
お

客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
の
収

入
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
こ
と

た
く
さ
ん
水
を
使
う
と
単
価
が
高
く
な

る
料
金
体
系
で
あ
る
こ
と

上
水
道
料
金
は
、
２
か
月
に
１
回
検
針

し
て
２
か
月
分
を
ま
と
め
て
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

市
町
が
運
営
し
て
い
る
下
水
道
の
使
用

料
を
上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

基
本
料
金
と
基
本
水
量
が
あ
る
こ
と

水
道
水
の
価
格
は
、
同
じ
量
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
に
比
べ
て
安
い
こ
と

ど
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

(n=630)

水道料金についてのすべての項目について、約５割以上の事業所が知っている。 
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③ 基本料金・基本水量・従量料金・用途別料金 

 
 

 

 

 

 

図 14 基本料金についての意識 

 
図 15 基本水量についての意識 

  

①67.0%

②4.1%

③11.0%

④6.5%

⑤1.3%

⑥9.8% ⑦0.3%

①今のままでよい

②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい

④基本料金は必要ない

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

①51.7%

②12.1%

③5.7%

④12.7%

⑤1.0%

⑥15.7%

⑦1.1%
①基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ の

ままでよい

②基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方

がよい

③基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方

がよい

④基本水量はなくしてもよい（定額で使え

る基本水量をなくす）

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

現行の「基本料金」・「基本水量制」のままでよいという回答が多い。 

「従量料金」については今の単価でよいという回答が約４割を占めるが、「逓減制」

あるいは「単価一律」への見直しを望む声もある。 
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図 16 従量料金についての意識 

 
図 17 用途別料金についての意識（料金体系の考え方） 

 

◇基本料金は「今のままでよい」という事業所が約７割 

 基本料金については、「今のままでよい」と回答した事業所が約７割（67.0％）を占めており、

次に約１割（11.0％）の事業所が「基本料金は下げたほうがよい」を回答している。水道料金の

意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、基本料金について「今のままでよい」

（74.8％）と回答している割合が高い。 

◇基本水量は「現状のままでよい」という事業所が約５割 

 基本水量については、「基本水量は現状のまま、２か月 16 ㎥ のままでよい」と回答した事業

所が約５割（51.7％）で、「わからない」（15.7％）、「基本水量はなくしてもよい（定額で使える

基本水量をなくす）」（12.7％）、「基本水量は２か月 16 ㎥ より増やした方がよい」（12.1％）が

次いでいる。水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、基本水量に

ついて「基本水量は現状のまま、２か月 16 ㎥のままでよい」（58.6％）と回答している割合が高

い。 

  

①36.7%

②4.6%

③21.6%

④26.2%

⑤1.1%
⑥8.4%

⑦1.4% ①今の単価でよい

②水を使うほど今より単価は高くした方がよ

い

③使用量が変わっても単価は一律で変わら

ない方がよい

④水を使うほど今より単価は安くなった方が

よい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

①59.5%

②8.3%

③8.9%

④11.1%

⑤1.6%

⑥8.7%
⑦1.9%

①今のままでよい

②家事用と業務用の料金の差をもっと大きくし

た方がよい

③家事用と業務用の料金の差をもっと小さくし

た方がよい

④「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使

いになる水道水の量に応じて設置してある水道

管の太さなどにより料金の差を設けた方がよい
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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◇従量料金について「今の単価でよい」という事業所が約４割 

 従量料金については、「今の単価でよい」（36.7％）、「水を使うほど今より単価は安くなった方

がよい」（26.2％）がそれぞれ約３割で高い。水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」

と回答した事業所は、従量料金について「今の単価でよい」（51.1％）と回答している割合が高い。

一方、安いと思うと回答した事業所は、「水を使うほど今より単価は高くした方がよい」（33.3％）、

「使用量が変わっても単価は一律で変わらない方がよい」（33.3％）と回答している割合がそれぞ

れ高い。 

◇料金体系について現在の用途別料金のままでよいと考えている事業所は約６割 

 用途別料金について、「今のままでよい」が最も多く、約６割（59.5％）を占めている。水道料

金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は用途別料金について「今のままで

よい」（71.7％）と回答している割合が高い。一方、「安いと思う」と回答した事業所は、「家事用

と業務用の料金の差をもっと大きくした方がよい」（33.3％）と回答している割合が高い。 
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④ 水道利用加入金制度 

 

 

 
図 18 「水道利用加入金制度」についての認知度 

 

 
図 19 「水道利用加入金制度」についての意識 

 

◇水道利用加入金制度の認知度は約４割 

水道利用加入金制度の認知度は、「大体知っていた」（24.8％）「知っていた」（15.1％）と回答

した事業所が約４割を占める。水道利用加入金制度については、「今まで通りの制度でよい」

（63.2％）が最も多い。水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、

水道利用加入金制度について「今まで通りの制度でよい」（74.1％）と回答している割合が高い。 

  

①15.1%

②24.8%

③55.1%

④5.1%

①知っていた

②だいたい知っていた

③知らなかった

④無回答

(n=630)

①63.2%
②14.4%

③1.0%

④20.0%

⑤1.4%
①今まで通りの制度でよい

②制度はなくてもよい（水道施設の整

備・維持管理に必要な財源をすべて水道

料金でまかなえばよい）

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)

約４割の事業所が、水道利用加入金制度を知っている。 
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 県営水道の広報活動等について 

① 水道について知りたい情報 

 

 

 

 
図 20 県営水道の取得したい情報 

 
◇災害関連の情報が最も求められている 
 水道について知りたい情報は、「災害対策・危機管理への取組み」（60.8％）と「災害時の給水

拠点情報」（59.7％）の回答が多く、災害関連の情報が最も求められている。 

  

32.2% 

44.9% 

37.5% 

20.3% 

60.8% 59.7% 

50.5% 

16.2% 

33.3% 
36.3% 

11.6% 12.9% 

1.4% 0.2% 

5.4% 
1.4% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
源
の
貯
水
量

水
源
や
水
道
水
の
水
質
情
報

安
全
で
お
い
し
い
水
へ
の
取
組
み

環
境
へ
の
取
組
み

災
害
対
策
・
危
機
管
理
へ
の
取
組
み

災
害
時
の
給
水
拠
点
情
報

断
水
・
濁
水
情
報

水
道
管
や
水
道
施
設
（
浄
水
場
、
配
水
池
等
）

水
漏
れ
発
見
方
法
・
水
漏
れ
修
理
の
申
込
先

水
道
料
金
に
関
す
る
情
報

水
道
事
業
の
経
営
状
況

水
道
に
関
す
る
各
種
手
続
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)

「災害対策・危機管理」と「災害時の給水拠点情報」が約６割と高く、『災害』に関

することが、知りたい情報である。 
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② 知りたい情報を入手する手段 

 県営水道に関する情報を知る手段は、「県営水道のホームページ」（59.8％）が最も多く、 

 

  
図 21 県営水道の情報を知る手段 

 
◇情報を知る手段はホームページが６割 

県営水道に関する情報を知る手段は、「県営水道のホームページ」（59.8％）が最も多く、 

「水道ﾒｰﾀｰ検針時の『上下水道料金のお知らせ』」（42.7％）が次いでいる。 

  

20.0% 
24.3% 

59.8% 

1.6% 2.1% 

42.7% 

1.7% 3.0% 4.8% 3.3% 
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車
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イ
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自
治
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等
の
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覧

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)

 知りたい情報を入手する手段としては、県営水道のホームページが多い。 
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③ 事業への意見 

 

 

 

 

 

 
図 22 県営水道が行っている事業 

 
◇約７割の事業所で県営水道の事業について重要だと認識 

県営水道が行っている事業については、「とても重要である」と「やや重要である」を合わせる

と、「県営水道の取組についての積極的な広報及び情報提供」以外の全項目について約７割以上の

事業所が重要であると認識している。 

◇特に災害対策や水質の維持が重要視されている 

「地震や豪雨などの災害に強い水道づくり」「老朽化した水道管の更新」と「安全でおいしい水

づくり」「水道料金を安い価格で維持している」については、「とても重要である」と「やや重要

である」を合わせると、約９割以上の事業所が重要であると考えている。  

①85.6%

①72.9%

①35.6%

①18.6%

①67.9%

①14.3%

①56.3%

②12.9%

②24.0%

②51.0%

②50.5%

②26.2%

②45.6%

②35.6%

③0.3%

③0.8%

③10.3%

③25.9%

③3.2%

③33.2%

③5.1%

④0.0%

④0.0%

④0.5%

④2.5%

④0.0%

④3.5%

④0.8%

⑤1.3%

⑤2.4%

⑤2.7%

⑤2.5%

⑤2.7%

⑤3.5%

⑤2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害に強い水道づくり

老朽化した水道管の更新

安定的な経営

ＩＣＴ・ＡＩを活用した効率的な事業運営

安全でおいしい水づくり

積極的な広報と情報提供

水道料金を安い価格で維持

①とても重要である ②やや重要である ③あまり重要でない ④全く重要でない ⑤無回答

(n=630)

「災害に強い水道づくり」「老朽化した水道管の更新」「安全でおいしい水づくり」

「水道料金の低価格維持」については、約９割以上の事業所が重要であると考えてい

る。 
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 前回調査との比較 

本調査の結果を、前回調査（平成 28 年度神奈川県営水道についての事業所調査）の結果と比

較した。なお、前回調査とは使用した調査票の設問および選択肢が異なるため、一部の設問の

比較にとどめた。 

 
 県営水道に関して知りたい情報【問 16】＜前回調査 問 17＞ 
県営水道に関して知りたい情報は、「断水・濁水情報」（前回調査時 36.4％→今回調査時

50.5％」）が約 14％と最も割合が増えた。 

また、「安全でおいしい水への取組み 」（前回調査時 25.9％→今回調査時 37.5％）が

11.6％、「水源や水道水の水質情報 」（前回調査時 35.2％→今回調査時 44.9％）が 9.7％そ

れぞれ増加しており、災害とともに水質への関心も高まっている。 

また、水道についての関心が高まったためか、「水道料金に関する情報 」（前回調査時

26.7％→今回調査時 36.3％）も 9.6％増加している。 

 
 県営水道に関する情報を知る手段【問 17】＜前回調査 問 18＞ 
県営水道の情報を知る手段について、「水道メーター検針時の『上下水道料金のお知ら

せ』」（前回調査時 35.3％→今回調査時 42.7％」）は約７％割合が増えた。 

一方、「神奈川県広報紙『県のたより』」（前回調査時 32.8％→今回調査時 24.3％）が

8.5％、「県営水道広報紙『さがみの水』」（前回調査時 27.2％→今回調査時 20.0％）が

7.2％、いずれも割合が減少しており、事業所の情報を得る手段としての紙媒体離れを示し

ている。 

その他、「企業庁ＬＩＮＥ」が新しく加わっている。 
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 前回調査の結果（抜粋） 

 

 

 

 

 
 

第２章 事業所意識調査の結果 
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第２章 事業所意識調査の結果 
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 基本属性 

 事業所の所在地 

 

表 １ 事業所の所在地 【単数回答】 

 

 

回答のあった事業所の所在地は、「藤沢市」（14.4％）が最も多く、次いで「平塚市」（11.0％）、

「厚木市」（10.5％）となっている。 

  

回答数 構成比
10 1.6%

66 10.5%

21 3.3%

28 4.4%

33 5.2%

4 0.6%

4 0.6%

33 5.2%

43 6.8%

45 7.1%

30 4.8%

14 2.2%

8 1.3%

36 5.7%

1 0.2%

30 4.8%

5 0.8%

69 11.0%

91 14.4%

45 7.1%

14 2.2%

630 100%

13.　逗子市

14.　茅ヶ崎市

7.　　小田原市

8.　　鎌倉市

9.　  相模原市中央区

10.　相模原市南区

11.　相模原市緑区

12.　寒川町

2.　　厚木市

3.　　綾瀬市

4.　　伊勢原市

5.　　海老名市

6.　　大磯町

19.　藤沢市

20.　大和市

21.　無回答

居住地

合計

15.　二宮町

16.　箱根町

17.　葉山町

18.　平塚市

1.　　愛川町
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 事業所の業種 

 
図 23 事業所の業種 【単数回答】 

 

回答のあった事業所の業種は、「製造業」（27.5％）、「医療、福祉」（21.4％）となっている。 

 

表 ２ 事業所の業種（その他の回答） 

項目 回答（抜粋） 

官公庁関係（11件） 
・郵便局 

・市役所 

公共施設（19件) 

・公園 

・プール 

・廃棄物処理業 

清掃関係（11件） 
・クリーニング業 

・リネンサプライ業 

飲食関係（４件) 
・学校給食センター 

・炊飯工場 

学術研究関係（14件） 
・学術研究所 

・研究施設 

福祉医療関係（３件) ・介護付有料老人ホーム 

商業・レジャー施設（11件） 
・スポーツクラブ 

・商業施設運営 

その他（16件) 
・ビル管理会社 

・建設業 

 

 

①27.5%

②2.1%

③6.8%

④1.6%
⑤1.3%

⑥7.3%⑦21.4%

⑧5.4%

⑨3.0%

⑩5.4%

⑪13.2%

⑫5.1% ①製造業

②運輸業

③卸売、小売業

④不動産業、物品賃貸業

⑤飲食業

⑥宿泊業

⑦医療、福祉

⑧教育、学習支援業

⑨生活関連サービス業、娯楽業

⑩その他のサービス業

⑪その他

⑫無回答

(n=630)
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 事業所の従業者数 

 
図 24 事業所の従業者数 【単数回答】 

 

回答のあった事業所の従業者数は、「101～300 人」（28.3％）、「301 人以上」（26.8％）、「10～

50 人」（21.0％）で、100 人以上の事業所が５割強となっている。  

①3.0%

②21.0%

③18.7%

④28.3%

⑤26.8%

⑥2.2%

①９人以下

②10～50 人

③51～100 人

④101～300 人

⑤301 人以上

⑥無回答

(n=630)
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 水の使用状況 

 水道水等の使用状況及び今後の動向 

【問１】 あなたの事業所では、水道水や「水道水以外の水」（地下水、再生水等）を使用して

いますか。 

 
図 25 水道水使用状況【単数回答】 

 

 回答のあった事業所では、「水道水」の使用状況等は、「使用している」（91.7％）と９割以上を

占めている。 

 

 

 
図 26 水道水以外使用状況【単数回答】 

    

「水道水以外の水」の使用状況等は、「使用している」（49.0％）と約半数を占めており、「使用

する予定はない」（29.2%）が次いでいる。 

  

①91.7%

②0.0%

③0.3%

④7.9%

①使用している

②新たに使用したい

③使用する予定はな

い

④無回答

(n=630)

①49.0%

②1.4%

③29.2%

④20.3%

①使用している

②新たに使用したい

③使用する予定はない

④無回答

(n=630)
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【問１-１】この１年間の全使用水量のうち、水道水以外の使用水量は全体の何割くらいですか。 

 

 

図 27 水道水以外の使用状況の割合【数値記入回答】 

 

「水道水以外の水」の使用について、「９割～10 割」（30.7％）と回答している割合が最も多い。 

  

①6.8%

②12.0%

③6.5%

④3.6%

⑤4.2%

⑥5.8%

⑦4.5%
⑧7.4%

⑨12.9%

⑩30.7%

⑪0.3%
⑫5.2%

①0～1割未満

②1～2割未満

③2～3割未満

④3～4割未満

⑤4～5割未満

⑥5～6割未満

⑦6～7割未満

⑧7～8割未満

➈8～9割未満

⑩9～10割以下

⑪その他

⑫無回答

(n=309)
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【問１-２】「水道水以外の水」を使用しているのはどうしてですか｡ 

 

 

図 28 道水以外を使用する理由【単数回答】 

 

 水道水以外の使用状況の理由として、「水道料金が高いから」、「水道水のような高い水質を要

しないから」の割合がそれぞれ３割程度になっている。 

 

 
図 29 水道水以外を使用する理由【水道水以外の使用割合、単数回答】 

 
 水道水以外を９割以上使用している事業所では、５割以上が「水道料金が高いから」としてい

る。水道水以外の使用割合が減少すると「水道水のような高い水質を要しないから」が増え、「水

道水以外を２～４割使用している」事業所の約半数が回答している。 
  

①30.4%

②35.0%

③13.3%

④18.1%

⑤3.2%

①水道水のような高い水質を要しないから

②水道料金が高いから

③危機管理の一環として、水の調達元を複

数に分散しているから

④その他

⑤無回答

(n=309)

①30.4%

①37.9%

①47.7%

①30.5%

①17.7%

②35.0%

②10.3%

②22.7%

②37.9%

②53.1%

③13.3%

③17.2%

③11.4%

③11.6%

③13.5%

④18.1%

④32.8%

④15.9%

④17.9%

④12.5%

⑤3.2%

⑤1.7%

⑤2.3%

⑤2.1%

⑤3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(309)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①水道水のような高い水質を要しないから
②水道料金が高いから
③危機管理の一環として、水の調達元を複数に分散しているから
④その他
⑤無回答

(n)
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表 ３ 水道水以外を使用する理由（その他の回答） 

項目 回答（抜粋） 

業務上のため（21件） 

・設備の冷却用として使用するため。 

・工業用水として使用するため。 

・ごみ焼却にともなう排水利用。 

生活排水のため（７件） 

・飲食、手洗い、浴用に上水、空調冷媒用に

地下水利用。 

・空調機の冷暖房及びトイレ用の雑用水とし

ての利用。 

経費削減・環境対策（９件） 
・費用を抑える必要があるため。 

・工場内で使用した水の再利用。 

災害対策のため（２件） ・消防訓練 

井戸水・地下水の利用（10件） 
・場所的に地下水が多く、おいしい。 

・敷地内で井戸からの取水が可能なため。 

その他（５件） 
・飲料以外に使用。 

・導入の経緯は不明です。 
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図 30 水道水以外の使用状況【地域別、単数回答】 

 

「水道水以外の水」の使用について地域別にみると、「使用している」は相模原地域で約６割、

県央地域でほぼ５割以上と高い。海岸沿いの地域の中には、ほとんど「水道水以外の水」を使用

していない市町がある。 

  

①49.0%

①58.1%

①55.6%

①66.7%

①30.3%

①12.5%

①0.0%

①54.5%

①66.7%

①51.5%

①57.1%

①20.0%

①49.3%

①40.7%

①61.1%

①42.9%

①64.3%

①0.0%

①0.0%

①0.0%

①33.3%

②1.4%

②0.0%

②0.0%

②3.3%

②0.0%

②0.0%

②0.0%

②3.0%

②0.0%

②0.0%

②0.0%

②10.0%

②1.4%

②1.1%

②0.0%

②0.0%

②7.1%

②0.0%

②0.0%

②25.0%

②0.0%

③29.2%

③27.9%

③17.8%

③13.3%

③48.5%

③50.0%

③60.0%

③28.8%

③20.0%

③18.2%

③23.8%

③50.0%

③33.3%

③35.2%

③22.2%

③21.4%

③21.4%

③100.0%

③100.0%

③75.0%

③26.7%

④20.3%

④14.0%

④26.7%

④16.7%

④21.2%

④37.5%

④40.0%

④13.6%

④13.3%

④30.3%

④19.0%

④20.0%

④15.9%

④23.1%

④16.7%

④35.7%

④7.1%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(630)

相模原市中央区(43)

相模原市南区(45)

相模原市緑区(30)

鎌倉市(33)

逗子市(8)

葉山町(5)

厚木市(66)

大和市(45)

海老名市(33)

綾瀬市(21)

愛川町(10)

平塚市(69)

藤沢市(91)

茅ヶ崎市(36)

伊勢原市(28)

寒川町(14)

大磯町(4)

二宮町(1)

小田原市(4)

箱根町(30)

①使用している ②新たに使用したい ③使用する予定はない ④無回答

(n)

相
模
原
地
域

横
須
賀
三
浦
地
域

県
央
地
域

湘
南
地
域

県
西
地
域
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【問１-３】水道料金が下がったら､水道水の使用量を増やしますか｡ 

 
図 31 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向【単数回答】 

  
 水道料金が下がった際の水道水の使用量増の意向は、「わからない」（47.2％）が最も多く、「使

用量を増やさない」（30.6％）、「使用量を増やす」（20.4％）が次いでいる。 

 

 
図 32 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向 

【「水道水以外の水」の使用割合、単数回答】 

 

 水道水の使用量の変化について、「水道水以外の水」の使用割合別でみると、「水道水以外を１

割」使用している事業所は「使用量を増やさない」（50.0%）と回答している。 

①20.4%

②30.6%

③47.2%

④1.9%

①使用量を増やす

②使用量を増やさない

③わからない

④無回答

(n=108)

①20.4%

①33.3%

①20.0%

①13.9%

①23.5%

②30.6%

②50.0%

②30.0%

②36.1%

②21.6%

③47.2%

③16.7%

③50.0%

③50.0%

③51.0%

④1.9%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(108)

水道水以外を１割(6)

水道水以外を２～４割(10)

水道水以外を５～８割(36)

水道水以外を９割以上(51)

①使用量を増やす ②使用量を増やさない ③わからない ④無回答

(n)

35



 

 
図 33 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向【一番考慮すること別、単数回答】 

 

 「水質の安定性」を重視している事業所は「使用量を増やさない」(39.5%)と回答している割

合が比較的高い。また、「運用コスト」を重視している事業所でも同様に「使用量を増やさな

い」(34.1%)と回答している割合が「使用量を増やす」(29.5%)を上回っている。 

①20.4%

①10.0%

①10.5%

①20.0%

①29.5%

①0.0%

②30.6%

②0.0%

②39.5%

②20.0%

②34.1%

②0.0%

③47.2%

③70.0%

③50.0%

③60.0%

③36.4%

③100.0%

④1.9%

④20.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(108)

導入コスト(10)

水質の安定性(38)

水量の安定性

（渇水がない）(10)

運用コスト(44)

その他(1)

①使用量を増やす ②使用量を増やさない ③わからない ④無回答

(n)
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【問２】水を使用するにあたり、一番考慮することは何ですか。 

 
図 34 水を使用するにあたり考慮すること【単数回答】 

 

水を使用するにあたり、「水質の安定性」（48.7％）が最も考慮する事業所が約５割を占めてい

る。「運用コスト」（22.7％）、「水量の安定性（渇水がない）」（19.4％）が次いでいる。 

 

 
図 35 水を使用するにあたり考慮すること【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 

一番考慮することについて地下水等使用割合別にみると、「水道水以外を使用していない」と回

答した事業所は「水質の安定性」（59.1％）を重視している割合が高い。一方、「水道水以外を９

割以上」使用していると回答した事業所は「運用コスト」（35.4％）を重視している傾向にある。 

  

①5.9%

②48.7%

③19.4%

④22.7%

⑤1.0%
⑥2.4%

①導入コスト

②水質の安定性

③水量の安定性（渇水がない）

④運用コスト

⑤その他

⑥無回答

(n=630)

①5.9%

①4.7%

①1.7%

①9.1%

①9.5%

①8.3%

②48.7%

②59.1%

②48.3%

②45.5%

②35.8%

②33.3%

③19.4%

③16.6%

③27.6%

③15.9%

③21.1%

③18.8%

④22.7%

④17.6%

④19.0%

④25.0%

④29.5%

④35.4%

⑤1.0%

⑤1.0%

⑤0.0%

⑤2.3%

⑤2.1%

⑤0.0%

⑥2.4%

⑥1.0%

⑥3.4%

⑥2.3%

⑥2.1%

⑥4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①導入コスト ②水質の安定性 ③水量の安定性（渇水がない） ④運用コスト ⑤その他 ⑥無回答

(n)
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図 36 水を使用するにあたり考慮すること【地域別、単数回答】 

 
 多くの地域で「水質の安定性」が水を使用するにあたり考慮する割合が高くなっている。「大

磯町」、「小田原市」にある事業所では、「水量の安定性」を考慮する割合も高くなっている。 
  

①5.9%

①4.7%

①6.7%

①3.3%

①3.0%

①0.0%

①0.0%

①6.1%

①11.1%

①6.1%

①4.8%

①0.0%

①8.7%

①5.5%

①5.6%

①3.6%

①7.1%

①0.0%

①0.0%

①0.0%

①6.7%

②48.7%

②51.2%

②48.9%

②56.7%

②54.5%

②50.0%

②80.0%

②48.5%

②48.9%

②54.5%

②33.3%

②30.0%

②34.8%

②51.6%

②52.8%

②60.7%

②35.7%

②25.0%

②100.0%

②50.0%

②60.0%

③19.4%

③14.0%

③20.0%

③20.0%

③24.2%

③25.0%

③20.0%

③24.2%

③17.8%

③18.2%

③19.0%

③40.0%

③13.0%

③18.7%

③22.2%

③21.4%

③14.3%

③50.0%

③0.0%

③50.0%

③10.0%

④22.7%

④27.9%

④22.2%

④16.7%

④18.2%

④25.0%

④0.0%

④18.2%

④17.8%

④21.2%

④38.1%

④30.0%

④37.7%

④20.9%

④13.9%

④10.7%

④42.9%

④25.0%

④0.0%

④0.0%

④20.0%

⑤1.0%

⑤2.3%

⑤2.2%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤1.5%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤1.1%

⑤0.0%

⑤3.6%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑥2.4%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥3.3%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥1.5%

⑥4.4%

⑥0.0%

⑥4.8%

⑥0.0%

⑥5.8%

⑥2.2%

⑥5.6%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（630)

相模原市中央区(43)

相模原市南区(45)

相模原市緑区(30)

鎌倉市(33)

逗子市(8)

葉山町(5)

厚木市(66)

大和市(45)

海老名市(33)

綾瀬市(21)

愛川町(10)

平塚市(69)

藤沢市(91)

茅ヶ崎市(36)

伊勢原市(28)

寒川町(14)

大磯町(4)

二宮町(1)

小田原市(4)

箱根町(30)

①導入コスト ②水質の安定性 ③水量の安定性（渇水がない） ④運用コスト ⑤その他 ⑥無回答

(n)

相
模
原
地
域

横
須
賀
三
浦
地
域

県
央
地
域

湘
南
地
域

県
西
地
域
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【問３】他の水道事業所の中には、地下水など「水道水以外の水」を使用している方に、水
道施設や水道管の維持に必要な費用を負担していただく制度を設けているところが

あります。 

    上記の制度があることを知っていますか。 

 

 
図 37 水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担について【単数回答】 

 

水道施設の維持管理を負担する制度について、知らなかったという事業所が約７割（71.6％）

を占めているが、約２割（21.3％）の事業所は聞いたことがある、となっている。 

 

 
図 38 水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担について 

【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 

水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担について、地下水等使用割合別にみると、いずれ

も「知らなかった」と回答した事業所が最も多くなっている。 

①5.7%

②21.3%

③71.6%

④1.4%

①制度の内容を知っていた

②制度について聞いたことがある

③知らなかった

④無回答

(n=630)

①5.7%

①6.2%

①5.2%

①4.5%

①7.4%

①7.3%

②21.3%

②20.2%

②25.9%

②15.9%

②23.2%

②19.8%

③71.6%

③73.1%

③69.0%

③77.3%

③66.3%

③72.9%

④1.4%

④0.5%

④0.0%

④2.3%

④3.2%

④0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①制度の内容を知っていた ②制度について聞いたことがある ③知らなかった ④無回答

(n)
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 水道水使用見込み 

【問４】今後、水道水の使用量の変化について、どのように見込んでいますか。 

 

 

 

図 39 水道水使用見込み【単数回答】 

 

今後の水道水の使用量については、約８割の事業所が「変わらない」（79.7％）と回答している。 

 

 

 
図 40 水道水使用見込み【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 

水道水の使用量の見込みについて、地下水等使用割合別にみると、いずれも「変わらない」と

回答した事業所が最も多くなっている。一方、「水道水以外を２～４割」使用していると回答した

事業所は「減る見込み」が２割弱（15.9％）と回答している。 

 

①7.1%

②79.7%

③6.0%

④0.2% ⑤6.5%⑥0.5%

①増える見込み

②変わらない

③減る見込み

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)

①7.1%

①6.2%

①8.6%

①6.8%

①9.5%

①6.3%

②79.7%

②83.4%

②74.1%

②68.2%

②76.8%

②80.2%

③6.0%

③5.2%

③8.6%

③15.9%

③4.2%

③5.2%

④0.2%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

⑤6.5%

⑤4.7%

⑤8.6%

⑤9.1%

⑤9.5%

⑤7.3%

⑥0.5%

⑥0.5%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①増える見込み ②変わらない ③減る見込み ④その他 ⑤わからない ⑥無回答

(n)
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【問４‐１】問４で「１．増える見込み」に○をつけた場合に、お答えください。 

その理由についてあてはまるものはどれですか。 

 

 

図 41 水道水使用増加見込みの理由【単数回答】 

 

今後の水道水の使用量が「増える」見込みの理由は、「その他」（53.3％）が最も多く、「製品等

の生産量の増加が見込まれる」（33.3％）、「地下水の水質に問題があり、水道水に切り替えを検討

している」「生産体制の見直しにより他から生産ラインを移す予定がある」（4.4%）が次いでいる。 

 

表 ４ 水道水使用増加見込みの理由（その他の回答） 

項目 回答（抜粋） 

人員の増加（５件） 
・人員増加が見込まれる。 

・社員及び入居者の増加。 

施設利用者の増加（９件） 
・学生数の増加により増える見込み。 

・入院患者数が増えるため。 

施設増改築等（８件） 
・生産設備の増強。 

・新棟竣工により増加見込み。 

その他（２件） ・生物の飼育に必要なため。 

 

  

①4.4%
②2.2%

③4.4%

④33.3%
⑤53.3%

⑥2.2%

⑦0.0%

①地下水の水質に問題があり、水道水に切り

替えを検討している
②その他の理由で水道水に切り替えを検討し

ている
③生産体制の見直しにより他から生産ライン

を移す予定がある
④製品等の生産量の増加が見込まれる

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=45)
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【問４-２】問４で｢３. 減る見込み｣に○をつけた場合に､お答えください｡ 

その理由について当てはまるものはどれですか｡ 

 

図 42 水道水使用減少見込みの理由【単数回答】 

 

今後の水道水の使用量が「減る」見込みの理由は、「その他」（60.5％）が最も多く、「製品等の

生産量の減少が見込まれる」（21.1％）、「生産体制の見直しにより他に移転することを検討してい

る」（13.2％）が次いでいる。 

 

表 ５ 水道水使用減少見込みの理由（その他の回答） 

項目 回答（抜粋） 

事業縮小・利用者減少(10 件) 
・売上低迷が何年も続き縮小の検討。 

・児童数の減少が見込まれる。 

節水・環境対策(８件) 
・環境活動で水自体の使用量削減の目標実現に向けて活動しているから。 

・経費削減・環境対策として、節水への取組みをすすめたい。 

その他(５件) 

・熱源機器の運転効率が向上する見込みのため。 

・建物の老朽化から長期に渡り漏水している為、修繕する。温泉の施設な

ので温泉が出れば水道水が少なくなる。 

  

①2.6%
②0.0%

③21.1%

④13.2%

⑤60.5%

⑥0.0%

⑦2.6%

①地下水の使用又は使用増を検討している

②地下水以外の水（再生水等）の使用又は使

用増を検討している
③製品等の生産量の減少が見込まれる

④生産体制の見直しにより他に移転すること

を検討している
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=38)

42



 

 県営水道の事業について 

 災害対策について 

【問５】災害対策についてお聞きします 

今後の災害対策の進め方についてどう思いますか。 

 

図 43 今後の災害対策 【単数回答】 

 

 今後の災害対策の進め方は、「災害対策は今と同じ水準で進める」（43.2％）が最も多く、「災害

対策は今を超える水準で進める」（35.6％）と合わせると８割近くの事業所が今以上の水準の災害

対策を望んでいる。 

 
図 44 今後の災害対策【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 

「水道水以外の水」の使用割合別にみると、「水道水以外を使用していない」「水道水以外を１

割」と回答した事業所は「災害対策は今を超える水準で進める」と回答している割合が高い。 

①43.2%

②35.6%

③10.6%

④0.3%

⑤9.5%
⑥0.8%

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)

①43.2%

①43.0%

①43.1%

①36.4%

①47.4%

①47.9%

②35.6%

②38.9%

②46.6%

②31.8%

②33.7%

②25.0%

③10.6%

③9.3%

③5.2%

③20.5%

③9.5%

③9.4%

④0.3%

④0.5%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④1.0%

⑤9.5%

⑤8.3%

⑤5.2%

⑤11.4%

⑤8.4%

⑤14.6%

⑥0.8%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥1.1%

⑥2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①災害対策は今と同じ水準で進める
②災害対策は今を超える水準で進める
③災害で被害があったところを修復する
④その他
⑤わからない
⑥無回答

(n)
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図 45 今後の災害対策【一番考慮すること別、単数回答】 

 

一番考慮すること別にみると、導入コストを重視している事業所は、今後の災害対策の進め方

について「災害対策は今と同じ水準で進める」(56.8％)と回答している割合が高い。また、水量

の安定性（渇水がない）を重視している事業所は「災害対策は今を超える水準で進める」（41.8％）

と回答している割合が他のことを考慮している事業所より高い。 

  

①43.2%

①56.8%

①43.0%

①42.6%

①44.1%

①16.7%

②35.6%

②24.3%

②37.1%

②41.8%

②29.4%

②50.0%

③10.6%

③5.4%

③11.1%

③4.9%

③15.4%

③0.0%

④0.3%

④0.0%

④0.7%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

⑤9.5%

⑤13.5%

⑤8.1%

⑤9.0%

⑤10.5%

⑤33.3%

⑥0.8%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥1.6%

⑥0.7%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

導入コスト(37)

水質の安定性(307)

水量の安定性

（渇水がない）(122)

運用コスト(143)

その他(6)

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n)

44



 

 
図 46 今後の災害対策【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別にみると、「災害対策は今を超える水準で進める」は「安いと思う」と回答

した事業所では４割で最も高くなっている。また、「災害対策は今と同じ水準で進める」はほと

んどの項目について４割以上で全体的に高くなっている。 

  

①43.2%

①40.0%

①48.9%

①46.7%

①29.5%

②35.6%

②38.2%

②34.0%

②40.0%

②34.7%

③10.6%

③14.5%

③9.7%

③6.7%

③9.5%

④0.3%

④0.6%

④0.3%

④0.0%

④0.0%

⑤9.5%

⑤6.7%

⑤6.2%

⑤6.7%

⑤25.3%

⑥0.8%

⑥0.0%

⑥0.9%

⑥0.0%

⑥1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n)
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図 47 今後の災害対策 【基本料金の意識別、単数回答】 

 

「災害対策は今を超える水準で進める」は基本料金の意識に関わらず、３割以上と全体的に

高い割合を占めている。また、「災害対策は今と同じ水準で進める」は「今のままでよい」で最

も割合が高くなっている。 

 

 

 

 

①43.2%

①46.9%

①46.2%

①40.6%

①26.8%

①25.0%

①33.9%

②35.6%

②36.3%

②42.3%

②34.8%

②43.9%

②50.0%

②19.4%

③10.6%

③7.8%

③7.7%

③18.8%

③22.0%

③12.5%

③14.5%

④0.3%

④0.5%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

⑤9.5%

⑤7.8%

⑤3.8%

⑤5.8%

⑤4.9%

⑤0.0%

⑤32.3%

⑥0.8%

⑥0.7%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥2.4%

⑥12.5%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(422)

基本料金は上げたほうがよい

(26)

基本料金は下げたほうがよい

(69)

基本料金は必要ない(41)

その他(8)

わからない(62)

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n)

①43.2%

①52.4%

①44.8%

①33.8%

①41.2%

①14.3%

①35.8%

②35.6%

②34.2%

②41.4%

②44.1%

②35.2%

②71.4%

②15.1%

③10.6%

③6.1%

③6.9%

③16.2%

③12.7%

③0.0%

③11.3%

④0.3%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④0.6%

④14.3%

④0.0%

⑤9.5%

⑤6.5%

⑤6.9%

⑤5.1%

⑤9.1%

⑤0.0%

⑤37.7%

⑥0.8%

⑥0.9%

⑥0.0%

⑥0.7%

⑥1.2%

⑥0.0%

⑥0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今の単価でよい(231)

水を使うほど今より単価は高くし

た方がよい(29)

使用量が変わっても単価は一律で

変わらない方がよい(136)

水を使うほど今より単価は安く

なった方がよい(165)

その他(7)

わからない(53)

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n)
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図 48 今後の災害対策 【従量料金の意識別、単数回答】 

 

従量料金の単価の推移に係る意識別にみると、「災害対策は今と同じ水準で進める」は「今の

単価でよい」で５割以上と最も高くなっている。 

 

 

図 49 今後の災害対策【用途別料金についての意識（料金体系の考え方）別、単数回答】 

 

用途別料金についての意識（料金体系の考え方）別にみると、「災害対策は今を超える水準で

進める」は「家事用と業務用の料金の差をもっと大きくした方がよい」の回答が５割と高くな

っている。 

  

①43.2%

①46.9%

①36.5%

①44.6%

①40.0%

①20.0%

①29.1%

②35.6%

②34.7%

②50.0%

②39.3%

②35.7%

②50.0%

②21.8%

③10.6%

③11.5%

③7.7%

③7.1%

③15.7%

③0.0%

③9.1%

④0.3%

④0.3%

④0.0%

④0.0%

④0.0%

④10.0%

④0.0%

⑤9.5%

⑤6.1%

⑤5.8%

⑤8.9%

⑤5.7%

⑤20.0%

⑤38.2%

⑥0.8%

⑥0.5%

⑥0.0%

⑥0.0%

⑥2.9%

⑥0.0%

⑥1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(375)

家事用と業務用の料金の差をもっと大きく

した方がよい(52)

家事用と業務用の料金の差をもっと小さく

した方がよい(56)

「家事用」「業務用」の区分をなくし、お

使いになる水道水の量に応じて設置してあ

る水道管の太さなどにより料金の差を設け

た方がよい(70)

その他(10)

わからない(55)

①災害対策は今と同じ水準で進める
②災害対策は今を超える水準で進める
③災害で被害があったところを修復する
④その他
⑤わからない
⑥無回答

(n)
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 水道管の更新の取組 

【問６】水道管の更新の取組についてお聞きします。 

水道管の更新の取組についてどう思いますか。 

 
図 50 水道管の更新の取組【単数回答】 

 

 水道管の更新の取組は、「水道管更新は 100 年に１回のペースにスピードアップする」（51.1％）

が最も多く、「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにスピードアップする」（25.4％）と

合わせると、８割近くの事業所が水道管更新を今のペースより早くすることを望んでいる。 

  

①5.1%

②51.1%③25.4%

④4.3%

⑤1.3%

⑥11.7%
⑦1.1% ①水道管更新は160 年かかる今のペー

スのままとする

②水道管更新は100 年に１回のペース

にスピードアップする

③水道管更新は100 年に1 回よりも早い

ペースにスピードアップする

④水道管更新はしないで、漏水したとこ

ろだけを修理する

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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図 51 水道管の更新の取組【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 

更新の取り組みについて、地下水等使用割合別にみると、いずれに関しても「水道管更新は 100

年に１回のペースにスピードアップする」が５割以上と最も高い。一方「水道水以外を使用して

いない」と回答した事業所に関しては「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにスピード

アップする」（29.0％）と回答している割合が比較的高い。 

  

①5.1%

①4.1%

①5.2%

①9.1%

①3.2%

①3.1%

②51.1%

②52.3%

②56.9%

②50.0%

②55.8%

②52.1%

③25.4%

③29.0%

③22.4%

③18.2%

③24.2%

③16.7%

④4.3%

④2.6%

④1.7%

④9.1%

④3.2%

④10.4%

⑤1.3%

⑤1.6%

⑤1.7%

⑤2.3%

⑤1.1%

⑤1.0%

⑥11.7%

⑥9.8%

⑥12.1%

⑥9.1%

⑥11.6%

⑥14.6%

⑦1.1%

⑦0.5%

⑦0.0%

⑦2.3%

⑦1.1%

⑦2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする
②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする
③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペースにスピードアップする
④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

(n)
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図 52 水道管の更新の取組【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別でみると、「適正な料金だと思う」と回答した事業所は、水道管の更新につい

て「水道管更新は 100 年に１回のペースにスピードアップする」（58.3％）と回答している割合

が高い。また、「安いと思う」と回答している事業所は「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペ

ースにスピードアップする」（40.0％）と回答している割合が比較的高い。 

  

①5.1%

①6.1%

①5.3%

①6.7%

①4.2%

②51.1%

②43.0%

②58.3%

②40.0%

②45.3%

③25.4%

③30.9%

③24.6%

③40.0%

③14.7%

④4.3%

④4.2%

④2.8%

④6.7%

④7.4%

⑤1.3%

⑤0.0%

⑤1.2%

⑤6.7%

⑤2.1%

⑥11.7%

⑥13.9%

⑥7.2%

⑥0.0%

⑥24.2%

⑦1.1%

⑦1.8%

⑦0.6%

⑦0.0%

⑦2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする
②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする
③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペースにスピードアップする
④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

(n)
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図 53 水道管の更新の取組み【基本料金、単数回答】 

 

基本料金別に見ると、「今のままでよい」と回答した事業所では「水道管更新は 100 年に１回の

ペースにスピードアップする」（58.5%）が最も多い。また、「基本料金は上げたほうがよい」と回

答した事業所では「水道管更新は 100年に１回よりも早いペースにスピードアップする」（53.8%）

が最も多く、水道管更新に関してスピードアップを望んでいる回答が多い。 

  

①5.1%

①4.7%

①11.5%

①5.8%

①9.8%

①12.5%

①0.0%

②51.1%

②58.5%

②23.1%

②42.0%

②34.1%

②12.5%

②38.7%

③25.4%

③23.5%

③53.8%

③26.1%

③36.6%

③50.0%

③14.5%

④4.3%

④3.3%

④0.0%

④5.8%

④7.3%

④0.0%

④9.7%

⑤1.3%

⑤1.2%

⑤7.7%

⑤1.4%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑥11.7%

⑥8.1%

⑥3.8%

⑥15.9%

⑥12.2%

⑥12.5%

⑥35.5%

⑦1.1%

⑦0.7%

⑦0.0%

⑦2.9%

⑦0.0%

⑦12.5%

⑦1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(422)

基本料金は上げたほうがよい

(26)

基本料金は下げたほうがよい

(69)

基本料金は必要ない(41)

その他(8)

わからない(62)

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする
②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする
③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペースにスピードアップする
④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

(n)
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図 54 水道管の更新の取組【従量料金の意識別、単数回答】 

 

従量料金の単価の推移に係る意識別でみると、いずれに関しても「水道管更新は 100 年に１回

のペースにスピードアップする」が４割以上と最も高い。また「水を使うほど今より単価は安く

なった方がよい」と回答した事業所に関して「水道管更新は 100 年に１回よりも早いペースにス

ピードアップする」（30.9％）と回答している割合が比較的高い。 

 

①5.1%

①7.4%

①10.3%

①2.9%

①4.8%

①0.0%

①0.0%

②51.1%

②57.6%

②48.3%

②53.7%

②44.8%

②28.6%

②41.5%

③25.4%

③22.1%

③27.6%

③27.2%

③30.9%

③57.1%

③11.3%

④4.3%

④2.6%

④6.9%

④3.7%

④6.1%

④0.0%

④7.5%

⑤1.3%

⑤1.3%

⑤3.4%

⑤2.2%

⑤0.0%

⑤14.3%

⑤0.0%

⑥11.7%

⑥8.7%

⑥3.4%

⑥8.1%

⑥12.1%

⑥0.0%

⑥37.7%

⑦1.1%

⑦0.4%

⑦0.0%

⑦2.2%

⑦1.2%

⑦0.0%

⑦1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今の単価でよい(231)

水を使うほど今より単価は高くし

た方がよい(29)

使用量が変わっても単価は一律で

変わらない方がよい(136)

水を使うほど今より単価は安く

なった方がよい(165)

その他(7)

わからない(53)

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする
②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする
③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペースにスピードアップする
④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

(n)
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図 55 水道管の更新の取組【用途別料金についての意識（料金体系の考え方）別、単数回答】 

 

用途別料金についての意識（料金体系の考え方）別でみると、「今のままでよい」、「家事用と業

務用の料金の差をもっと小さくした方がよい」と回答した事業所に関して「水道管更新は 100 年

に１回のペースにスピードアップする」の回答が５割以上となっている。 

 

  

①5.1%

①5.6%

①5.8%

①0.0%

①8.6%

①0.0%

①1.8%

②51.1%

②58.1%

②48.1%

②55.4%

②35.7%

②40.0%

②23.6%

③25.4%

③22.1%

③34.6%

③30.4%

③35.7%

③30.0%

③21.8%

④4.3%

④3.7%

④3.8%

④0.0%

④8.6%

④10.0%

④5.5%

⑤1.3%

⑤1.6%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑤10.0%

⑤1.8%

⑥11.7%

⑥8.3%

⑥7.7%

⑥10.7%

⑥10.0%

⑥10.0%

⑥41.8%

⑦1.1%

⑦0.5%

⑦0.0%

⑦3.6%

⑦1.4%

⑦0.0%

⑦3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(375)

家事用と業務用の料金の差をもっと大きく

した方がよい(52)

家事用と業務用の料金の差をもっと小さく

した方がよい(56)

「家事用」「業務用」の区分をなくし、お

使いになる水道水の量に応じて設置してあ

る水道管の太さなどにより料金の差を設け

た方がよい(70)

その他(10)

わからない(55)

①水道管更新は160 年かかる今のペースのままとする
②水道管更新は100 年に１回のペースにスピードアップする
③水道管更新は100 年に１回よりも早いペースにスピードアップする
④水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する
⑤その他
⑥わからない
⑦無回答

(n)
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 水道施設の更新及び維持管理に必要な水道料金 

【問７】これからの水道施設の更新及び維持管理に必要な水道料金についてお聞きします。 

        今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理についてどう思いますか。 

 

 
図 56 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【単数回答】 

 

今後の水道施設の更新及び維持管理について、「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管

理を行う」が約５割（48.9％）を占めるが、「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う」

を回答した事業所が約４割（37.3％）となっている。 

  

①48.9%

②37.3%

③2.9%

④9.7%
⑤1.3%

①今の水道料金の範囲で水道施設の更

新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維

持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)
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表 ６ 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理（その他の回答） 

費用削減（５件） 

・水漏れによるリスクが最も困ることかと思われます。人口の増減に関

わらず水道施設及び設備の維持・更新は必要であり、公共性の高いイ

ンフラとして認識する一方、「料金を上げて」という発想は地域住民に

は伝わりにくいと思われます。水道技術の進歩に伴い、コストを抑え

ながら「できる方法」を検討していただきたいと願います。 

・収入が減少するのであれば、事務コスト等削減を検討する。 

水道料金の維持、見直し（３件） 
・公平と思える料金負担をお願いします。 

・水道料金を上げずに必要な更新・維持管理を行う。 

水道施設の見直し（５件） 

・水道料金が減少していくまえに、いまのうちに更新、工事、管理す

る。 

・使用量に見合った水道施設に統廃合してほしい。 

自治体負担（２件） ・自治体の予算を使用。 

その他（２件） ・基本的には②と思うが庁・局の努力は忘れないで頂きたい。 

 

 

 
図 57 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【従業員別、単数回答】 

 

従業者数別にみると、従業者が 301 人以上の事業所は「水道料金が上がっても必要な更新・維

持管理は行う」（47.9％）と回答した割合が高い。 

  

①48.9%

①47.4%

①49.2%

①55.9%

①53.9%

①40.2%

②37.3%

②42.1%

②31.1%

②28.8%

②37.1%

②47.9%

③2.9%

③5.3%

③3.8%

③1.7%

③1.1%

③4.7%

④9.7%

④0.0%

④15.2%

④12.7%

④7.3%

④5.9%

⑤1.3%

⑤5.3%

⑤0.8%

⑤0.8%

⑤0.6%

⑤1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（630）

９人以下（19）

10～50 人（132）

51～100 人（118）

101～300 人（178）

301 人以上(169)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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図 58 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理 

【「水道水以外の水」の使用割合別、単数回答】 

 
水道施設の更新・維持管理について、地下水等使用割合別にみると、「水道水以外を５割～８割」

と回答した事業所は「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理は行う」（55.8％）と回答

している割合が高い。一方、「水道水以外を２～４割」と回答した事業所は「水道料金が上がって

も必要な更新・維持管理は行う」（47.7％）と回答している割合が高い。 

  

①48.9%

①50.8%

①44.8%

①40.9%

①55.8%

①44.8%

②37.3%

②38.9%

②44.8%

②47.7%

②32.6%

②34.4%

③2.9%

③1.6%

③3.4%

③4.5%

③4.2%

③2.1%

④9.7%

④7.8%

④6.9%

④4.5%

④6.3%

④16.7%

⑤1.3%

⑤1.0%

⑤0.0%

⑤2.3%

⑤1.1%

⑤2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

水道水以外を使用して

いない(193)

水道水以外を１割(58)

水道水以外を２～４割(44)

水道水以外を５～８割(95)

水道水以外を９割以上(96)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う
②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う
③その他
④わからない
⑤無回答

(n)

56



 

 

 
図 59 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【一番考慮すること別、単数回答】 

 
一番考慮するポイント別にみると、いずれの項目についても「今の水道料金の範囲で水道施設

の更新・維持管理を行う」が最も高い割合となっている。 

また、「水質の安定性」を最も考慮する事業所のうち４割強が「水道料金が上がっても必要な更

新・維持管理は行う」と回答している。次いで、「水量の安定性」、「導入コスト」を最も考慮する

事業所の４割弱が「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う」と回答している。 

  

①48.9%

①48.6%

①45.9%

①49.2%

①54.5%

①66.7%

②37.3%

②35.1%

②42.3%

②38.5%

②27.3%

②0.0%

③2.9%

③5.4%

③2.0%

③2.5%

③4.9%

③0.0%

④9.7%

④10.8%

④8.1%

④9.8%

④11.9%

④33.3%

⑤1.3%

⑤0.0%

⑤1.6%

⑤0.0%

⑤1.4%

⑤0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

導入コスト(37)

水質の安定性(307)

水量の安定性

（渇水がない）(122)

運用コスト(143)

その他(6)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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図 60 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別でみると、「高いと思う」と回答した事業所の６割程度が「今の水道料金の範

囲で水道施設の更新・維持管理を行う」と回答している。一方、「安いと思う」と回答した事業所

の９割以上が「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う」と回答している。 

  

①48.9%

①61.2%

①45.2%

①6.7%

①42.1%

②37.3%

②20.0%

②48.6%

②93.3%

②26.3%

③2.9%

③4.8%

③2.2%

③0.0%

③2.1%

④9.7%

④11.5%

④3.4%

④0.0%

④27.4%

⑤1.3%

⑤2.4%

⑤0.6%

⑤0.0%

⑤2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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図 61 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【基本料金の意識別、単数回答】 

 

基本料金の意識別でみると、「基本料金は上げた方がよい」と回答した事業所は、水道施設の更

新及び維持管理について「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う」（73.1％）と回答

している割合が高い。一方、「基本料金は下げた方がよい」と回答した事業所は、「今の水道料金

の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う」(63.8％)と回答している割合が高い。 

  

①48.9%

①51.4%

①19.2%

①63.8%

①58.5%

①0.0%

①29.0%

②37.3%

②38.4%

②73.1%

②23.2%

②34.1%

②37.5%

②30.6%

③2.9%

③2.8%

③3.8%

③0.0%

③0.0%

③12.5%

③6.5%

④9.7%

④6.6%

④3.8%

④8.7%

④7.3%

④37.5%

④32.3%

⑤1.3%

⑤0.7%

⑤0.0%

⑤4.3%

⑤0.0%

⑤12.5%

⑤1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(422)

基本料金は上げたほうがよい

(26)

基本料金は下げたほうがよい

(69)

基本料金は必要ない(41)

その他(8)

わからない(62)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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図 62 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【従量料金の意識別、単数回答】 

 

従量料金の単価の推移に係る意識別でみると、「水を使うほど今より単価は高くした方がよい」

と回答した事業所は、水道施設の更新及び維持管理について「水道料金が上がっても必要な更新・

維持管理は行う」（72.4％）と回答している割合が高い。一方、「水を使うほど今より単価は安く

なった方がよい」と回答した事業所は、「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う」

(62.4％)と回答している割合が高い。 

 

①48.9%

①47.6%

①27.6%

①49.3%

①62.4%

①28.6%

①26.4%

②37.3%

②44.2%

②72.4%

②38.2%

②23.0%

②42.9%

②30.2%

③2.9%

③2.2%

③0.0%

③2.9%

③2.4%

③28.6%

③5.7%

④9.7%

④5.6%

④0.0%

④6.6%

④10.9%

④0.0%

④35.8%

⑤1.3%

⑤0.4%

⑤0.0%

⑤2.9%

⑤1.2%

⑤0.0%

⑤1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今の単価でよい(231)

水を使うほど今より単価は高くし

た方がよい(29)

使用量が変わっても単価は一律で

変わらない方がよい(136)

水を使うほど今より単価は安く

なった方がよい(165)

その他(7)

わからない(53)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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図 63 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理 

【用途別料金についての意識（料金体系の考え方）別、単数回答】 

 

料金体系の考え別でみると、いずれの項目についても「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・

維持管理を行う」が最も高い割合となっている。 

  

①48.9%

①50.7%

①44.2%

①55.4%

①54.3%

①50.0%

①30.9%

②37.3%

②41.1%

②42.3%

②33.9%

②32.9%

②30.0%

②18.2%

③2.9%

③2.1%

③7.7%

③1.8%

③1.4%

③10.0%

③5.5%

④9.7%

④5.3%

④5.8%

④5.4%

④10.0%

④10.0%

④41.8%

⑤1.3%

⑤0.8%

⑤0.0%

⑤3.6%

⑤1.4%

⑤0.0%

⑤3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

今のままでよい(375)

家事用と業務用の料金の差をもっと大きく

した方がよい(52)

家事用と業務用の料金の差をもっと小さく

した方がよい(56)

「家事用」「業務用」の区分をなくし、お

使いになる水道水の量に応じて設置してあ

る水道管の太さなどにより料金の差を設け

た方がよい(70)

その他(10)

わからない(55)

①今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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 県営水道の上水道料金について 

 上水道料金の意識 
【問８】 現在お支払いいただいている上水道料金について、どう思いますか。 

 

 
図 64 上水道料金の意識【単数回答】 

 
上水道料金の意識については、「適正な料金だと思う」（51.0％）が最も多く、５割以上の事業

所において適正な料金だという認識がなされている。  

①26.2%

②51.0%

③2.4%

④15.1%

⑤5.4%

①高いと思う

②適正な料金だと思う

③安いと思う

④わからない

⑤無回答

(n=630)
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図 65 上水道料金の意識【従業員別、単数回答】 

 

従業者数別にみると、従業者が９人以下の事業所は上水道料金について「適正な料金だと思う」

（63.2％）と回答した割合が高い。また従業者が 301 人以上の事業所の一部は「安いと思う」

（5.3％）と回答している。 

 

図 66 上水道料金の意識【一番考慮すること別、単数回答】 

 

一番考慮するポイント別にみると、運用コストを重視している事業所は、上水道料金について

について「高いと思う」(38.5％)と回答している割合が高い。 

  

①26.2%

①21.1%

①29.5%

①32.2%

①24.2%

①20.7%

②51.0%

②63.2%

②47.0%

②44.1%

②55.6%

②53.3%

③2.4%

③0.0%

③0.8%

③0.8%

③2.2%

③5.3%

④15.1%

④15.8%

④14.4%

④16.1%

④12.9%

④17.2%

⑤5.4%

⑤0.0%

⑤8.3%

⑤6.8%

⑤5.1%

⑤3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（630）

９人以下（19）

10～50 人（132）

51～100 人（118）

101～300 人（178）

301 人以上(169)

①高いと思う ②適正な料金だと思う ③安いと思う ④わからない ⑤無回答

(n)

①26.2%

①24.3%

①23.5%

①18.9%

①38.5%

①16.7%

②51.0%

②54.1%

②54.7%

②53.3%

②42.7%

②16.7%

③2.4%

③2.7%

③2.0%

③3.3%

③2.1%

③0.0%

④15.1%

④13.5%

④13.0%

④22.1%

④12.6%

④66.7%

⑤5.4%

⑤5.4%

⑤6.8%

⑤2.5%

⑤4.2%

⑤0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

導入コスト(37)

水質の安定性(307)

水量の安定性

（渇水がない）(122)

運用コスト(143)

その他(6)

①高いと思う ②適正な料金だと思う ③安いと思う ④わからない ⑤無回答

(n)
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【問９】 上水道料金について、あなたが知っていることはどれですか。 

 

図 67 上水道料金の知識 【複数回答】 

 

水道料金については、６項目すべて、５～８割程度の事業所が知っていると回答した。 

特に、支払いに関する項目については、約８割の認知度と非常に高かった。 

  

48.7%

56.0%

77.5% 71.6%

56.0%
50.3%

2.4% 0.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で
、
主
に
お

客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
の
収

入
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
こ
と

た
く
さ
ん
水
を
使
う
と
単
価
が
高
く
な

る
料
金
体
系
で
あ
る
こ
と

上
水
道
料
金
は
、
２
か
月
に
１
回
検
針

し
て
２
か
月
分
を
ま
と
め
て
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

市
町
が
運
営
し
て
い
る
下
水
道
の
使
用

料
を
上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

基
本
料
金
と
基
本
水
量
が
あ
る
こ
と

水
道
水
の
価
格
は
、
同
じ
量
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
に
比
べ
て
安
い
こ
と

ど
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

(n=630)
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 基本料金についての意識 

【問 10】 基本料金についてお聞きします。 

          県営水道では、水道をお使いいただくための必要な費用をまかなうために、使用量

に関係なく基本料金として２か月分で一律 1,420 円（税抜き）をお支払いただい

ています。この基本料金についてどう思いますか。 

 

図 68 基本料金についての意識【単数回答】 

 

基本料金については、「今のままでよい」と回答した事業所が約７割（67.0％）を占め、約１割

（11.0％）の事業所が「基本料金は下げたほうがよい」と回答している。 

  

①67.0%

②4.1%

③11.0%

④6.5%

⑤1.3%

⑥9.8% ⑦0.3%

①今のままでよい

②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい

④基本料金は必要ない

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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図 69  基本料金についての意識【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、基本料金について「今

のままでよい」（74.8％）と回答している割合が高い。一方、「安いと思う」と回答した事業所は、

「基本料金は上げた方がよい」（26.7％）と回答している割合が比較的高い。 

  

①67.0%

①55.8%

①74.8%

①53.3%

①60.0%

②4.1%

②2.4%

②5.6%

②26.7%

②0.0%

③11.0%

③23.6%

③6.9%

③6.7%

③4.2%

④6.5%

④10.9%

④5.9%

④0.0%

④3.2%

⑤1.3%

⑤1.2%

⑤0.6%

⑤6.7%

⑤2.1%

⑥9.8%

⑥6.1%

⑥5.9%

⑥6.7%

⑥30.5%

⑦0.3%

⑦0.0%

⑦0.3%

⑦0.0%

⑦0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①今のままでよい

②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい

④基本料金は必要ない

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n)
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 基本水量の意識 

【問 11】 基本水量についてお聞きします。 

          県営水道では、水道使用量が２か月で 16 ㎥ 以下であれば、水道料金が変わらな

いという基本水量についてどう思いますか。 

 
図 70 基本水量の意識【単数回答】 

 
 基本水量については、「基本水量は現状のまま、２か月 16 ㎥ のままでよい」と回答した事業

所が約５割（51.7％）と最も多くなっており、「わからない」（15.7％）、「基本水量はなくしても

よい（定額で使える基本水量をなくす）」（12.7％）、「基本水量は２か月 16 ㎥ より増やした方が

よい」（12.1％）が次いでいる。 

  

①51.7%

②12.1%

③5.7%

④12.7%

⑤1.0%

⑥15.7%

⑦1.1%
①基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ の

ままでよい

②基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方

がよい

③基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方

がよい

④基本水量はなくしてもよい（定額で使え

る基本水量をなくす）

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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図 71 基本水量の意識【水道料金の意識別、単数回答】 

 
水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、基本水量について「基

本水量は現状のまま、２か月 16 ㎡のままでよい」（58.6％）と回答している割合が高い。一方、

「安いと思う」と回答した事業所は、「基本水量はなくしてもよい」（26.7％）と回答している割

合が比較的高い。 

  

①51.7%

①41.8%

①58.6%

①33.3%

①46.3%

②12.1%

②16.4%

②11.2%

②13.3%

②9.5%

③5.7%

③6.7%

③6.5%

③13.3%

③0.0%

④12.7%

④13.9%

④13.1%

④26.7%

④8.4%

⑤1.0%

⑤1.2%

⑤0.6%

⑤0.0%

⑤2.1%

⑥15.7%

⑥17.6%

⑥9.0%

⑥13.3%

⑥33.7%

⑦1.1%

⑦2.4%

⑦0.9%

⑦0.0%

⑦0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ のままでよい

②基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方がよい

③基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方がよい

④基本水量はなくしてもよい（定額で使える基本水量をなくす）

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n)
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 従量料金についての意識 
【問 12】 従量料金についてお聞きします。 

基本水量の２か月１6 ㎥ を超えると、１㎥ ごとに料金（従量料金）が加算されま

す。また、使用する量が多くなるほど１㎥ あたりの単価が高くなります。この従

量料金についてどう思いますか。 

 

図 72 従量料金についての意識【単数回答】 

 
従量料金については、「今の単価でよい」（36.7％）、「水を使うほど今より単価は安くなった方が

よい」（26.2％）がそれぞれ約３割と高くなっている。 

  

①36.7%

②4.6%

③21.6%

④26.2%

⑤1.1%
⑥8.4%

⑦1.4% ①今の単価でよい

②水を使うほど今より単価は高くした方がよ

い

③使用量が変わっても単価は一律で変わら

ない方がよい

④水を使うほど今より単価は安くなった方が

よい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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図 73 従量料金についての意識【水道料金の意識別、単数回答】 

 
水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、従量料金について「今

の単価でよい」（51.1％）と回答している割合が高い。一方、安いと思うと回答した事業所は、「水

を使うほど今より単価は高くした方がよい」（33.3％）、「使用量が変わっても単価は一律で変わら

ない方がよい」（33.3％）と回答している割合がそれぞれ最も高い。 

  

①36.7%

①17.6%

①51.1%

①13.3%

①25.3%

②4.6%

②4.2%

②4.4%

②33.3%

②2.1%

③21.6%

③24.8%

③19.9%

③33.3%

③22.1%

④26.2%

④44.2%

④19.0%

④6.7%

④21.1%

⑤1.1%

⑤1.8%

⑤1.2%

⑤0.0%

⑤0.0%

⑥8.4%

⑥4.8%

⑥4.0%

⑥13.3%

⑥29.5%

⑦1.4%

⑦2.4%

⑦0.3%

⑦0.0%

⑦0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①今の単価でよい

②水を使うほど今より単価は高くした方がよい

③使用量が変わっても単価は一律で変わらない方がよい

④水を使うほど今より単価は安くなった方がよい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n)
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 用途別料金についての意識 

【問 13】 用途別料金についてお聞きします。 

県営水道の料金は、一般家庭でお使いいただく「家事用」と企業等でお使いいた    

だく「業務用」などの用途により区分しています。上の表のとおり、家事用は業務

用よりも安くなっています。用途別料金についてどう思いますか。 

 
図 74 用途別料金についての意識（料金体系の考え方）【単数回答】 

 
用途別料金についての意識（料金体系の考え方）については、「今のままでよい」が最も多く、約

６割（59.5％）を占めている。 

 

表 ７ 用途別料金についての意識（料金体系の考え方）（その他の回答） 

業務用を安く設定（３件） 

・業務用 100 ㎥までの単価を、家事用 237 円と同じにする。・業

務用 101 ㎥～の単価を家事用 294 円でスタートとし、順次単

価アップしていく。 

・業務用水道水は、大量に使用するほど単価を下げて欲しい。 

業種別に料金を設定（５件） 
・教育・医療にかかる料金を安く。 

・業務用の中でも職種別に料金体系を変えて欲しい。 

その他（２件） ・水道管の太さによる基本料金とする。 

 

 

①59.5%

②8.3%

③8.9%

④11.1%

⑤1.6%

⑥8.7%
⑦1.9%

①今のままでよい

②家事用と業務用の料金の差をもっと大きくし

た方がよい

③家事用と業務用の料金の差をもっと小さくし

た方がよい

④「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使

いになる水道水の量に応じて設置してある水道

管の太さなどにより料金の差を設けた方がよい
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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図 75 用途別料金についての意識（料金体系の考え方）【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別でみると、「適正な料金である」と回答した事業所は、用途別料金について

「今のままでよい」（71.7％）と回答している割合が高い。一方、「安いと思う」と回答した事業

所は、「家事用と業務用の料金の差をもっと小さくした方がよい」（33.3％）と回答している割合

が高い。 

  

①59.5%

①46.1%

①71.7%

①26.7%

①47.4%

②8.3%

②9.7%

②7.5%

②33.3%

②5.3%

③8.9%

③13.3%

③7.5%

③6.7%

③7.4%

④11.1%

④18.8%

④6.5%

④13.3%

④9.5%

⑤1.6%

⑤2.4%

⑤1.6%

⑤0.0%

⑤1.1%

⑥8.7%

⑥7.3%

⑥4.0%

⑥20.0%

⑥26.3%

⑦1.9%

⑦2.4%

⑦1.2%

⑦0.0%

⑦3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①今のままでよい

②家事用と業務用の料金の差をもっと大きくした方がよい

③家事用と業務用の料金の差をもっと小さくした方がよい

④「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使いになる水道水の量に応じて設置してある水道管の太さなどにより料金の差を設けた方がよい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n)
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 「水道利用加入金制度」について 

【問 14】「水道利用加入金制度」についてお聞きします。 

        「水道利用加入金制度」についてご存知ですか。 

 
図 76 「水道利用加入金制度」についての認知度【単数回答】 

 

水道利用加入金制度について、「大体知っていた」（24.8％）「知っていた」（15.1％）と回答し

た事業所が合わせて約４割を占めている。 

 

【問 15】 「水道利用加入金制度」についてどう思いますか。 

 

 
図 77 「水道利用加入金制度」についての意識【単数回答】 

 

 水道利用加入金制度について、「今まで通りの制度でよい」（63.2％）が最も多い。 

①15.1%

②24.8%

③55.1%

④5.1%

①知っていた

②だいたい知っていた

③知らなかった

④無回答

(n=630)

①63.2%
②14.4%

③1.0%

④20.0%

⑤1.4%
①今まで通りの制度でよい

②制度はなくてもよい（水道施設の整

備・維持管理に必要な財源をすべて水道

料金でまかなえばよい）

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)
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図 78 「水道利用加入金制度」についての意識【水道料金の意識別、単数回答】 

 

水道料金の意識別でみると、適正な料金であると回答した事業所は、水道利用加入制度につい

て「今まで通りの制度でよい」（74.1％）と回答している割合が高い。 

 

  

①63.2%

①53.3%

①74.1%

①53.3%

①44.2%

②14.4%

②21.2%

②11.5%

②26.7%

②10.5%

③1.0%

③0.0%

③1.2%

③0.0%

③2.1%

④20.0%

④24.2%

④11.8%

④13.3%

④43.2%

⑤1.4%

⑤1.2%

⑤1.2%

⑤6.7%

⑤0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(630)

高いと思う(165)

適正な料金だと

思う(321)

安いと思う(15)

わからない(95)

①今まで通りの制度でよい

②制度はなくてもよい（水道施設の整備・維持管理に必要な財源をすべて水道料金でまかなえばよい）

③その他

④わからない

⑤無回答

(n)
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 県営水道の広報活動等について 

【問 16】あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。 

 
図 79 県営水道の取得したい情報【複数回答】 

 

県営水道について知りたい情報は、「災害対策・危機管理への取組み」（60.8％）と「災害時の

給水拠点情報」（59.7％）が多く、災害関連の情報が最も求められている。 

  

32.2% 

44.9% 

37.5% 

20.3% 

60.8% 59.7% 

50.5% 

16.2% 

33.3% 
36.3% 

11.6% 12.9% 

1.4% 0.2% 

5.4% 
1.4% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
源
の
貯
水
量

水
源
や
水
道
水
の
水
質
情
報

安
全
で
お
い
し
い
水
へ
の
取
組
み

環
境
へ
の
取
組
み

災
害
対
策
・
危
機
管
理
へ
の
取
組
み

災
害
時
の
給
水
拠
点
情
報

断
水
・
濁
水
情
報

水
道
管
や
水
道
施
設
（
浄
水
場
、
配
水
池
等
）

水
漏
れ
発
見
方
法
・
水
漏
れ
修
理
の
申
込
先

水
道
料
金
に
関
す
る
情
報

水
道
事
業
の
経
営
状
況

水
道
に
関
す
る
各
種
手
続
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)
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【問 17】 あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。 

 
図 80 県営水道の情報を知る手段【複数回答】 

 
県営水道に関する情報を知る手段は、「県営水道のホームページ」（59.8％）が最も多く、「水道

ﾒｰﾀｰ検針時の「上下水道料金のお知らせ｣（42.7％）が次いでいる。 

  

20.0% 
24.3% 

59.8% 

1.6% 2.1% 

42.7% 

1.7% 3.0% 4.8% 3.3% 
6.2% 6.0% 

1.3% 

8.9% 

1.6% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

県
営
水
道
広
報
紙
「
さ
が
み
の
水
」

神
奈
川
県
広
報
紙
「
県
の
た
よ
り
」

県
営
水
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

県
営
水
道
F
a
c
e
b
o
o
k

企
業
庁
L
I
N
E

水
道
ﾒｰ
ﾀｰ

検
針
時
の
「
上
下
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ｣

水
道
営
業
所
の
窓
口

新
聞
広
告

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

駅
や
電
車
で
の
ポ
ス
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

自
治
会
等
の
回
覧

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)
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【問 18】現在、県営水道が行っている事業等についてどう思いますか。 

 
図 81 県営水道が行っている事業【単数回答】 

 

 県営水道が行っている事業については、「とても重要である」と「やや重要である」を合わせる

と、「県営水道の取組についての積極的な広報及び情報提供」以外の全項目について約７割以上の

事業所が重要であると認識している。特に、「地震や豪雨などの災害に強い水道づくり」、「老朽化

した水道管の更新」と「安全でおいしい水づくり」、「水道料金を安い価格で維持している」につ

いては、「とても重要である」と「やや重要である」を合わせると、約９割以上の事業所が重要で

あると考えている。 

  

①85.6%

①72.9%

①35.6%

①18.6%

①67.9%

①14.3%

①56.3%

②12.9%

②24.0%

②51.0%

②50.5%

②26.2%

②45.6%

②35.6%

③0.3%

③0.8%

③10.3%

③25.9%

③3.2%

③33.2%

③5.1%

④0.0%

④0.0%

④0.5%

④2.5%

④0.0%

④3.5%

④0.8%

⑤1.3%

⑤2.4%

⑤2.7%

⑤2.5%

⑤2.7%

⑤3.5%

⑤2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害に強い水道づくり

老朽化した水道管の更新

安定的な経営

ＩＣＴ・ＡＩを活用した効率的な事業運

営

安全でおいしい水づくり

積極的な広報と情報提供

水道料金を安い価格で維持

①とても重要である ②やや重要である ③あまり重要でない ④全く重要でない ⑤無回答

(n=630)
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 自由意見 

本調査では、神奈川県営水道事業について 58 件のご意見・ご要望が寄せられた。 それらを以

下の項目に分類し、代表的なものを抽出し掲載した。なお、１事業所につき複数の内容 について

記述している場合もあり、各件数を足しあげても総件数とは一致しない。  

  

■最後に、神奈川県営水道事業についてのご意見を自由にお書きください。 

 

＜表 ８ 自由意見内訳表＞ 

 

安定供給 災害対策について ６件 

老朽化した水道管や水道施設

の更新について 

３件 

渇水対策について １件 

漏水対策について １件 

水質・水源 安全安心な水への要望 ９件 

おいしい水への要望 １件  

おいしい・おいしくなった・水

質が良い 

２件 

 

経営 料金や支払方法について ６件 

水道事業経営について 13 件 

広報･広聴、職員対

応 

広報・広聴について ４件 

その他（感謝、 

励まし等を含む） 

感謝、励まし等 ７件 

その他 23 件  

 

［安定供給（11 件）］  

・安定した供給及び災害時の早期給水をお願いします。 

・災害に強い水道づくりというのは非常に重要だと思います。何をするにしても水がなければな

りませんし、設備も老朽化していきますので、交換などが必要になってくると思います。ライ

フラインを支える大事なものなので、費用をかけてでも整備をしていただきたいです。 

・災害時の対応等、企業も協力し実施していきたい。 

・水道管の老朽化による破損は、大きな問題となりますので、順次更新を進めて欲しいと思います。 

  

など  
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［水源・水質（12 件）］ 

・安心・安定・安全な、水の供給を引き続きお願いします。 

・事業所としては、水質の安全性を基軸に運営を行ってほしいと考えております。 

・日々、水の安定供給ありがとうございます。インフラ更新費と莫大な費用がかかることは

重々承知しております。用水担当者の視点からすると全額も重要ですが、安定供給の方が重

要ですので価格を上げてでもインフラ更新に投資していただきたいと考えております。

  

など    

［経営（19 件）］ 

・漏水時、修理が終了した際、直近の料金だけでなく水道量が大幅に増えた期間を考慮して頂き

たいです。 

・料金は安い方が良いですが、安全第一と思います。両立が出来る様、今後も期待しています。 

・漏水の可能性が生じた際、助言だけでなく、調査までしていただきたいです。 

・県営であるからこそ安定した水供給が成り立っていると思います。 

・行政主導で民営化せずとも、安定した経営が出来るよう望みます。 

など  

［広報･広聴、職員対応（４件）］  

・水道使用量の減と、施設、設備の老朽化への対応策経営的に厳しくなって来ていることを聞き

及んでいます。今後の経営の継続性と安定を図っていくための取組みを進めて行かれると思い

ますので、県民への理解を求めて、広報活動は、責極的にお願いしたいと思います。 

など  

［その他（感謝、励まし等を含む）（30 件）］  

・日頃より私達の生活を守ってくださりありがとうございます。安心して飲める水、「安全」とい

う非常に重い責務を担っている現場の従業員の皆さまに心より感謝いたします。今後も、様々

な課題に対し柔軟かつ建設的に取組み、住民に分かりやすい事業運営を期待します。 

・神奈川の安定した水源の保全に感謝しています。  

・県営水道ホームページにて本調査結果が公表された際には改めて、その旨の案内を是非お願い

致します。 

など   

 

※ 各ご意見・ご要望の記述については、文意が損なわれないよう、ほぼ原文を掲載している。 
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資料１ 単純集計結果 
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■最初に事業所のことについてお伺いします。該当する番号に○をつけてください。 
 

【Ｆ１】 事業所の所在地はどちらですか。 

 

表 1 事業所の所在地 

 

 

【Ｆ２】 事業所の業種は次のどれに該当しますか。 

 

図 1 事業所の業種 

  

回答数 構成比
10 1.6%

66 10.5%

21 3.3%

28 4.4%

33 5.2%

4 0.6%

4 0.6%

33 5.2%

43 6.8%

45 7.1%

30 4.8%

14 2.2%

8 1.3%

36 5.7%

1 0.2%

30 4.8%

5 0.8%

69 11.0%

91 14.4%

45 7.1%

14 2.2%

630 100%

13.　逗子市

14.　茅ヶ崎市

7.　　小田原市

8.　　鎌倉市

9.　  相模原市中央区

10.　相模原市南区

11.　相模原市緑区

12.　寒川町

2.　　厚木市

3.　　綾瀬市

4.　　伊勢原市

5.　　海老名市

6.　　大磯町

19.　藤沢市

20.　大和市

21.　無回答

居住地

合計

15.　二宮町

16.　箱根町

17.　葉山町

18.　平塚市

1.　　愛川町

①27.5%

②2.1%

③6.8%

④1.6%
⑤1.3%

⑥7.3%⑦21.4%

⑧5.4%

⑨3.0%

⑩5.4%

⑪13.2%

⑫5.1% ①製造業

②運輸業

③卸売、小売業

④不動産業、物品賃貸業

⑤飲食業

⑥宿泊業

⑦医療、福祉

⑧教育、学習支援業

⑨生活関連サービス業、娯楽業

⑩その他のサービス業

⑪その他

⑫無回答

(n=630)
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【Ｆ３】 事業所の従事者数は何人ですか。 

 

図 2 事業所の従業員数 

 

【問１】あなたの事業所では、水道水や水道水以外の水（地下水、再生水等）を使用しています

か。（それぞれ１つだけ選び、○をつけてください） 

 

図 3 水道水使用状況【単数回答】 

 

図 4 水道水以外使用状況【単数回答】 

①3.0%

②21.0%

③18.7%

④28.3%

⑤26.8%

⑥2.2%

①９人以下

②10～50 人

③51～100 人

④101～300 人

⑤301 人以上

⑥無回答

(n=630)

①91.7%

②0.0%

③0.3%

④7.9%

①使用している

②新たに使用したい

③使用する予定はな

い

④無回答

(n=630)

①49.0%

②1.4%

③29.2%

④20.3%

①使用している

②新たに使用したい

③使用する予定はない

④無回答

(n=630)
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【問１-１】この１年間の全使用水量のうち、水道水以外の使用水量は全体の何割くらいですか。 

（数字を記入してください） 

 

 

図 5 水道水以外の使用状況の割合【数値記入回答】 

 

 

【問１-２】水道水以外の水を使用しているのはどうしてですか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 6 水道水以外の使用状況の理由【単数回答】 

 
  

①6.8%

②12.0%

③6.5%

④3.6%

⑤4.2%

⑥5.8%

⑦4.5%
⑧7.4%

⑨12.9%

⑩30.7%

⑪0.3%
⑫5.2%

①0～1割未満

②1～2割未満

③2～3割未満

④3～4割未満

⑤4～5割未満

⑥5～6割未満

⑦6～7割未満

⑧7～8割未満

➈8～9割未満

⑩9～10割以下

⑪その他

⑫無回答

(n=309)

①30.4%

②35.0%

③13.3%

④18.1%

⑤3.2%

①水道水のような高い水質を要しないから

②水道料金が高いから

③危機管理の一環として、水の調達元を複

数に分散しているから

④その他

⑤無回答

(n=309)
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【問１-３】水道料金が下がったら、水道水の使用量を増やしますか。 
     （１つだけ選び、〇をつけてください。） 

 

図 7 水道料金が下がった際の水道水の使用量増意向【単数回答】 

 
 
【問２】水を使用するにあたり、一番考慮することは何ですか。 

 
図 8 水を使用するにあたり考慮すること【単数回答】 

  

①20.4%

②30.6%

③47.2%

④1.9%

①使用量を増やす

②使用量を増やさない

③わからない

④無回答

(n=108)

①5.9%

②48.7%

③19.4%

④22.7%

⑤1.0%
⑥2.4%

①導入コスト

②水質の安定性

③水量の安定性（渇水がない）

④運用コスト

⑤その他

⑥無回答

(n=309)
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【問３】水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担についてお聞きします。 

他の水道事業者の中には、地下水など水道水以外の水を使用している方に、水道施設や

水道管の維持に必要な費用を負担していただく制度を設けているところがあります。こ

のような制度があることを知っていますか。上記の制度があることを知っていますか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 9 水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担について【単数回答】 

 

【問４】今後、水道水の使用量の変化について、どのように見込んでいますか。 

 

図 10 水道水使用見込み【単数回答】 

 

  

①5.7%

②21.3%

③71.6%

④1.4%

①制度の内容を知っていた

②制度について聞いたことがある

③知らなかった

④無回答

(n=630)

①7.1%

②79.7%

③6.0%

④0.2% ⑤6.5%⑥0.5%

①増える見込み

②変わらない

③減る見込み

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)
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【問４-１】問４で｢１.増える見込み｣に○をつけた場合に､お答えください｡ 

その理由について当てはまるものはどれですか｡ 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 
図 11 水道水使用増加見込みの理由【単数回答】 

 

【問４-２】問４で｢３.減る見込み｣に○をつけた場合に､お答えください｡ 

その理由について当てはまるものはどれですか｡ 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

 
図 12 水道水使用減少見込みの理由【単数回答】 

 

  

①4.4%
②2.2%

③4.4%

④33.3%
⑤53.3%

⑥2.2%

⑦0.0%

①地下水の水質に問題があり、水道水に切り

替えを検討している
②その他の理由で水道水に切り替えを検討し

ている
③生産体制の見直しにより他から生産ライン

を移す予定がある
④製品等の生産量の増加が見込まれる

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=45)

①2.6%
②0.0%

③21.1%

④13.2%

⑤60.5%

⑥0.0%

⑦2.6%

①地下水の使用又は使用増を検討している

②地下水以外の水（再生水等）の使用又は使

用増を検討している
③製品等の生産量の減少が見込まれる

④生産体制の見直しにより他に移転すること

を検討している
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=38)
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【問５】今後の災害対策の進め方についてどう思いますか。（1 つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 13 今後の災害対策【単数回答】 

 

【問６】水道管の更新の取組についてどう思いますか。（１つだけ選び、○をつけてください。） 

  

 

図 14 水道管の更新の取組【単数回答】 

 

  

①43.2%

②35.6%

③10.6%

④0.3%

⑤9.5%
⑥0.8%

①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

(n=630)

①5.1%

②51.1%③25.4%

④4.3%

⑤1.3%

⑥11.7%
⑦1.1% ①水道管更新は160 年かかる今のペースの

ままとする

②水道管更新は100 年に１回のペースにス

ピードアップする

③水道管更新は100 年に1 回よりも早いペー

スにスピードアップする

④水道管更新はしないで、漏水したところだけ

を修理する

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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【問７】 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理についてどう思いますか。（１つだけ選

び、○をつけてください。） 

 

 

図 15 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理【単数回答】 

 

【問８】現在お支払いいただいている上水道料金について、どう思いますか。（あなたの考えに

最も近いものを１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 16 上水道料金の意識【単数回答】 

 

  

①48.9%

②37.3%

③2.9%

④9.7%
⑤1.3%

①今の水道料金の範囲で水道施設の更

新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても必要な更新・維

持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)

①26.2%

②51.0%

③2.4%

④15.1%

⑤5.4%

①高いと思う

②適正な料金だと思う

③安いと思う

④わからない

⑤無回答

(n=630)
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【問９】上水道料金について、あなたが知っていることはどれですか。 

 

図 17 上水道料金の知識【複数回答】 

 

【問 10】基本料金についてお聞きします。県営水道では、水道をお使いいただくための必要な費

用をまかなうために、使用量に関係なく基本料金として２か月分で一律 1,420 円（税抜

き）をお支払いただいています。この基本料金についてどう思いますか。（１つだけ選

び、○をつけてください。） 

 

図 18 基本料金についての意識【単数回答】 

 

48.7%

56.0%

77.5% 71.6%

56.0%
50.3%

2.4% 0.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で
、
主
に
お

客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
の
収

入
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
こ
と

た
く
さ
ん
水
を
使
う
と
単
価
が
高
く
な

る
料
金
体
系
で
あ
る
こ
と

上
水
道
料
金
は
、
２
か
月
に
１
回
検
針

し
て
２
か
月
分
を
ま
と
め
て
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

市
町
が
運
営
し
て
い
る
下
水
道
の
使
用

料
を
上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

基
本
料
金
と
基
本
水
量
が
あ
る
こ
と

水
道
水
の
価
格
は
、
同
じ
量
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
に
比
べ
て
安
い
こ
と

ど
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

(n=630)

①67.0%

②4.1%

③11.0%

④6.5%

⑤1.3%

⑥9.8% ⑦0.3%

①今のままでよい

②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい

④基本料金は必要ない

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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【問 11】基本水量についてお聞きします。県営水道では、水道使用量が２か月で 16 ㎥ 以下で

あれば、水道料金が変わらないという基本水量についてどう思いますか。（１つだけ選

び、○をつけてください。） 

 

図 19 基本水量についての意識【単数回答】 

 

【問 12】従量料金についてお聞きします。基本水量の２か月 16 ㎥ を超えると、１㎥ ごとに料

金（従量料金）が加算されます。また、使用する量が多くなるほど１㎥ あたりの単価

が高くなります。この従量料金についてどう思いますか。（１つだけ選び、○をつけて

ください。） 

     

 

図 20 従量料金についての意識【単数回答】 

 

  

①51.7%

②12.1%

③5.7%

④12.7%

⑤1.0%

⑥15.7%

⑦1.1%
①基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ の

ままでよい

②基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方

がよい

③基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方

がよい

④基本水量はなくしてもよい（定額で使え

る基本水量をなくす）

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

①36.7%

②4.6%

③21.6%

④26.2%

⑤1.1%

⑥8.4%
⑦1.4%

①今の単価でよい

②水を使うほど今より単価は高くした方がよ

い

③使用量が変わっても単価は一律で変わら

ない方がよい

④水を使うほど今より単価は安くなった方が

よい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)
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【問 13】 用途別料金についてお聞きします。県営水道の料金は、一般家庭でお使いいただく「家

事用」と企業等でお使いいただく「業務用」などの用途により区分しています。家事

用は業務用よりも安くなっています。用途別料金についてどう思いますか。（１つだけ

選び、○をつけてください。） 

 

図 21 用途別料金についての意識【単数回答】 

 

【問 14】「水道利用加入金制度」についてご存知でしたか。（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 22 「水道利用加入金制度」についての認知度【単数回答】 

 

  

①59.5%

②8.3%

③8.9%

④11.1%

⑤1.6%

⑥8.7%
⑦1.9%

①今のままでよい

②家事用と業務用の料金の差をもっと大きくした

方がよい

③家事用と業務用の料金の差をもっと小さくした

方がよい

④「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使い

になる水道水の量に応じて設置してある水道管の

太さなどにより料金の差を設けた方がよい
⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

(n=630)

①15.1%

②24.8%

③55.1%

④5.1%

①知っていた

②だいたい知っていた

③知らなかった

④無回答

(n=630)
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【問 15】「水道利用加入金制度」についてどう思いますか。（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

図 23 「水道利用加入金制度」についての意識【単数回答】 

  

①63.2%
②14.4%

③1.0%

④20.0%

⑤1.4%
①今まで通りの制度でよい

②制度はなくてもよい（水道施設の整

備・維持管理に必要な財源をすべて水道

料金でまかなえばよい）

③その他

④わからない

⑤無回答

(n=630)
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【問 16】あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。（いくつでも選び、○をつ

けてください。） 

 

図 24 県営水道の取得したい情報【複数回答】 

  

32.2% 

44.9% 

37.5% 

20.3% 

60.8% 59.7% 

50.5% 

16.2% 

33.3% 
36.3% 

11.6% 12.9% 

1.4% 0.2% 

5.4% 
1.4% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水
源
の
貯
水
量

水
源
や
水
道
水
の
水
質
情
報

安
全
で
お
い
し
い
水
へ
の
取
組
み

環
境
へ
の
取
組
み

災
害
対
策
・
危
機
管
理
へ
の
取
組
み

災
害
時
の
給
水
拠
点
情
報

断
水
・
濁
水
情
報

水
道
管
や
水
道
施
設
（
浄
水
場
、
配
水
池
等
）

水
漏
れ
発
見
方
法
・
水
漏
れ
修
理
の
申
込
先

水
道
料
金
に
関
す
る
情
報

水
道
事
業
の
経
営
状
況

水
道
に
関
す
る
各
種
手
続
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)
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【問 17】あなたは県営水道に関する情報を何によって知りたいですか。（いくつでも選び、○を

つけてください。） 

 

 

図 25 県営水道の情報を知る手段【複数回答】 

 

  

20.0% 
24.3% 

59.8% 

1.6% 2.1% 

42.7% 

1.7% 3.0% 4.8% 3.3% 
6.2% 6.0% 

1.3% 

8.9% 

1.6% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

県
営
水
道
広
報
紙
「
さ
が
み
の
水
」

神
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川
県
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「
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の
た
よ
り
」
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営
水
道
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ホ
ー
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ペ
ー
ジ

県
営
水
道
F
a
c
e
b
o
o
k

企
業
庁
L
I
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E

水
道
ﾒｰ

ﾀｰ

検
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時
の
「
上
下
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ｣

水
道
営
業
所
の
窓
口

新
聞
広
告

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

駅
や
電
車
で
の
ポ
ス
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

自
治
会
等
の
回
覧

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

(n=630)
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【問 18】現在、県営水道が行っている事業等についてどう思いますか。（あなたのお考えに最も

近いものをそれぞれ１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

 

図 26 県営水道が行っている事業【単数回答】 

  

①85.6%

①72.9%

①35.6%

①18.6%

①67.9%

①14.3%

①56.3%

②12.9%

②24.0%

②51.0%

②50.5%

②26.2%

②45.6%

②35.6%

③0.3%

③0.8%

③10.3%

③25.9%

③3.2%

③33.2%

③5.1%

④0.0%

④0.0%

④0.5%

④2.5%

④0.0%

④3.5%

④0.8%

⑤1.3%

⑤2.4%

⑤2.7%

⑤2.5%

⑤2.7%

⑤3.5%

⑤2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害に強い水道づくり

老朽化した水道管の更新

安定的な経営

ＩＣＴ・ＡＩを活用した効率的な事業運営

安全でおいしい水づくり

積極的な広報と情報提供

水道料金を安い価格で維持

①とても重要である ②やや重要である ③あまり重要でない ④全く重要でない ⑤無回答

(n=630)
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資料２ 調査票 
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神奈川県営水道についての事業所調査 

＜調査票＞ 
 

令和元年１１月 

 

この調査票は、事業所の総務ご担当者や水道施設全般を管理してい

る部署等、水道の使用状況を把握している方がご記入していただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

ご記入にあたってのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご回答いただきましたこの調査票は、同封の返信用封筒（切手は 

不要です。）に入れ、令和元年１２月２日（月）までにご投函   

くださいますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．この調査票は、事業所としてのお考えをご回答ください。 

２．選択式の設問には、該当する項目の番号に○印をつけてください。 

３．質問によって､○は（１つだけ）（いくつでも）と回答数を指定してい
ますので、その範囲内で選択してください。 

４．ご回答が「その他」に該当する場合は、（ ）内に具体的な内容を記入して
ください。 

５．筆記用具の種類、色は問いません。 

【お問い合わせ先・調査主体】 

神奈川県企業庁企業局水道部経営課 経営企画グループ 

〒231-8588 横浜市中区日本大通１ 

電話 (045)210-7219 （平日 8:30～17:15） 

URL http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r4a/kensuiosirase/ishiki.html 

※この調査は、神奈川県企業庁が下に記載の機関に委託しています。 
株式会社アストジェイ   
〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-7-4 
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■最初に事業所のことについてお伺いします。該当する番号に○をつけてください。 
 

【Ｆ１】 事業所の所在地はどちらですか。 

１．愛川町 ２．厚木市  ３．綾瀬市 

４．伊勢原市 ５．海老名市 ６．大磯町 

７．小田原市 ８．鎌倉市 ９．相模原市中央区 

10．相模原市南区 11．相模原市緑区 12．寒川町 

13．逗子市 14．茅ヶ崎市 15．二宮町 

16．箱根町 17．葉山町 18．平塚市 

19．藤沢市   20．大和市  

 

【Ｆ２】 事業所の業種は次のどれに該当しますか。 

１．製造業 ２．運輸業 

３．卸売、小売業 ４．不動産業、物品賃貸業 

５．飲食業 ６．宿泊業 

７．医療、福祉 ８．教育、学習支援業 

９．生活関連サービス業、娯楽業 10．その他のサービス業 

11．その他 （具体的に：                   ） 

 

【Ｆ３】 事業所の従事者数は何人ですか。 

１．９人以下 ２．10～50 人 

３．51～100 人 ４．101～300 人 

５．301 人以上  

 

 

 

 

 

 

 

県営水道キャラクター 

アクアくん いずみちゃん しんちゃん カッピー 
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I. 水の使用状況についてお伺いします。 
 

【問１】 あなたの事業所では、水道水や水道水以外の水（地下水、再生水等）を使用していますか。 
（それぞれ１つだけ選び、○をつけてください） 

使用状況項目 使用している 
使用していない 

新たに使用したい 使用する予定はない 

１．水道水 １ ２ ３ 

２．水道水以外（地下水、再生水等） １ ２ ３ 
 

２．で２、３に○をつけた方は問２にお進みください 
 

【問１】の「２．水道水以外」で「１ 使用している」に○をつけた場合に、お答えください。 

【問１-１】 この1年間の全使用水量のうち、水道水以外の使用水量は全体の何割くらいですか。 
（数字を記入してください） 

 

 

【問１-２】 水道水以外の水を使用しているのはどうしてですか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．水道水のような高い水質を要しないから 

２．水道料金が高いから 

３．危機管理の一環として、水の調達元を複数に分散しているから 

４．その他（具体的に：                          ） 

「２．」以外に○をつけた方は問２にお進みください 
 

【問１－２】で「２．水道料金が高いから」に○をつけた場合に、お答えください。 

【問１-３】 水道料金が下がったら、水道水の使用量を増やしますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．使用量を増やす   ２．使用量を増やさない   ３． わからない 

 
【問２】 水を使用するにあたり、一番考慮することは何ですか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 
１．導入コスト ２．水質の安定性 ３．水量の安定性（渇水がない） 

４．運用コスト ５．その他（具体的に： ）

 
【問３】 水道施設や水道管の維持費などの固定費の負担についてお聞きします。 

 
 

上記の制度があることを知っていますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．制度の内容を知っていた ２．制度について聞いたことがある ３．知らなかった 

（    ）割程度  

他の水道事業者の中には、地下水など水道水以外の水を使用している方に、水道施設や
水道管の維持に必要な費用を負担していただく制度を設けているところがあります。 
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II. 今後の水道水使用の見込みについてお伺いします。 
 

【問４】 今後、水道水の使用量の変化について、どのように見込んでいますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．増える見込み ２．変わらない ３．減る見込み 

４．その他（具体的に：           ） ５．わからない 

「1．」「3．」以外をご回答の方は【問５】へお進みください。 

 

【問４】で「１．増える見込み」に○をつけた場合に、お答えください。 

【問４-１】 その理由についてあてはまるものはどれですか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．地下水の水質に問題があり、水道水に切り替えを検討している 

２．その他の理由で水道水に切り替えを検討している 

（その他の理由：                                           ） 

３．生産体制の見直しにより他から生産ラインを移す予定がある 

４．製品等の生産量の増加が見込まれる 

５．その他（具体的に：                                          ） 

６．わからない 

 

【問４】で「３．減る見込み」に○をつけた場合に、お答えください。 

【問４-２】 その理由についてあてはまるものはどれですか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．地下水の使用又は使用増を検討している 

２．地下水以外の水（再生水等）の使用又は使用増を検討している 

３．製品等の生産量の減少が見込まれる 

４．生産体制の見直しにより他に移転することを検討している 

５．その他（具体的に：                      ） 

６．わからない 
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III. 県営水道の事業について 
 

【問５】 災害対策についてお聞きします。 
 

【県営水道が進めている災害対策】 

（参考：神奈川県営水道事業経営計画ホームページ    

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r4a/sui-keikaku.html） 

 

◆ 震度７にも耐えられるとされる地震に強い水道管（耐震継手管）への更新を進める 

※震度７： 2011 年３月の東日本大震災や 2016 年４月の熊本地震で発生した地震が

このレベルだったが、地震に強い水道管はこれらの地震でも被害はなかった。 

地震に強い水道管の割合の向上 

     ・2018 年度見込（２０％）→ 2023 年度目標（２４％） 
 
 
 

◆ 災害用指定配水池等※の耐震化を進める 

※災害用指定配水池等とは、給水拠点となる配水池のうち、災害時に水を確保する機能

を備えている配水池などで、全部で 45 箇所あります。 

   ・2018 年度見込（14 箇所）→ 2023 年度目標（26 箇所） 

      ⇒ 2023 年度には災害用指定配水池が各市町毎に 1 か所以上耐震化されることと 

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の災害対策の進め方についてどう思いますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．災害対策は今と同じ水準で進める 

２．災害対策は今を超える水準で進める 

３．災害で被害があったところを修復する 

４．その他（具体的に：                          ） 

５．わからない 

  

配水池耐震化工事 

配水池内の柱、壁、床をコンクリートで補強 
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【問６】 水道管の更新の取組についてお聞きします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の水道管の更新の取組についてどう思いますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．水道管更新は 160 年かかる今のペースのままとする 

２．水道管更新は 100 年に１回のペースにスピードアップする 

３．水道管更新は 100 年に 1 回よりも早いペースにスピードアップする 

４．水道管更新はしないで、漏水したところだけを修理する 

５．その他（具体的に：                          ） 

６．わからない 

【県営水道が行っている水道管の更新】 

（参考：神奈川県営水道事業経営計画ホームページhttp://www.pref.kanagawa.jp/docs/r4a/sui-keikaku.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 県営水道の水道管更新の取組 

 
 

 

〇　現状（（水道管更新率0.6％～0.7％）160年で１巡）　　　

　◆県営水道における全水道管延長

　◆現行（水道管更新率0.6～0.7％）のペースで100年間に更新できる水道管

〇　目標（水道管更新率を１％以上に向上、100年で１巡）

　◆水道管更新率１％で100年間に更新できる水道管

約9,200km

約6,200km 約3,000km

約9,200km

更新されない水道管が存在
↓

漏水リスク高

全ての水道管の更新が可能

最新の水道管の

寿命（100年）

水道管更新率 ＝ 年間の水道管更新分の長さ

全水道管の長さ

近年県営水道で発生した 

漏水事故 

◆水道管の現状 
県営水道は、高度経済成長期の水需要の増大を受け、多く
の水道管を急ピッチで整備しました。これらの水道管は順
次更新時期を迎えますが、更新時期を超えて使用し続ける
と、漏水などのリスクが高まります。 

 
◆更新のペース 

県営水道では、毎年すべての水道管のうち 0.6～0.7％の水
道管を更新してきました。最新の水道管は 100 年以上の
耐久性がありますが、今のペースでは、すべての水道管の
更新に 160 年かかってしまい、老朽化して漏水リスクが
高くなります。 
このため、県営水道では、今後、１00 年に１回交換する
ペースにスピードアップをしていく取組をしています。 

 ５年間で１％以上へ     事業量も１．５倍  
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【問７】 これからの水道施設の更新及び維持管理に必要な水道料金についてお聞きします。 
 

【県営水道における今後の使用水量と人口の予測】 

（参考：神奈川県営水道事業経営計画ホームページ http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r4a/sui-keikaku.html） 

◆ 使用水量の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 人口減少社会の予測 

国等の推計では、今後、県営水道の給水人口の減少が見込まれ、その影響で使用水

量が減少し、水道料金収入もさらに減少すると予想されます。そのため、たくさんあ

る水道施設の更新・維持管理を続けることが難しくなると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の状況が予測されていますが、今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理に  

ついてどう思いますか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う 

２．水道料金が上がっても必要な更新・維持管理は行う 

３．その他（具体的に：                          ） 

４．わからない 

今後、数年のうちに給水人口は 

減少に転ずる 

県営水道の使用水量は

1995 年度をピークに減

少していて、2017 年度

はピーク時に比べて

14％も減少しています。 

1970 年代は給水人口が

年 1.5％増えていました

が、近年は 0.1～0.3％の

増にとどまっています。 

給水人口は、２０２０年頃をピークに減少に転じる。
３０年後には、現在から約３０万人減少の見込 

人口減少社会の中、水需要の減少

傾向が強まるというかつてない

厳しい時代に突入 

※１県企業庁が給水区域内人口を高位・中位・低位に分けて試算 

※２『日本の地域別将来推計人口(2018 年推計）)をもとに県企業庁が給水区域内人口を試算 

※3 地域人口ビジョン等で施策効果を反映する前の市町の推計人口をもとに県企業庁が給水区域内人口を試算 

※４地域人口ビジョン等で施策効果を反映した後の市町の推計人口をもとに県企業庁が給水域内人口を試算 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

150

200

250

300

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

給⽔⼈⼝と使⽤⽔量の推移

県営⽔道の使⽤⽔量

給⽔人口

給⽔人口

1.5%増/年 使⽤⽔量 減

給⽔人口 0.1〜0.3%増/年

使⽤⽔量 増

給⽔人口（万人） 使⽤⽔量（万㎥）

240

245

250

255

260

265

270

275

280

285

290

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

①推計A（高位）

②推計A（中位）

③推計A（低位）

④推計B
⑤推計C(現状分析)
⑥推計C(将来展望)

【各推計の人口のピークの時期とその人数】

人口(万人)

①

②

③

④

⑤
⑥

今後30年後先の人口推計（市町の人口ビジョン等による推計）

人口が増加

人口が減少

①推計A（高位） 2022年283.6万人 ※1

②推計A（中位） 2020年282.0万人 ※1

③推計A（低位） 2017年281.0万人 ※1

④推計B 2015年280.6万人 ※2

⑤推計C（現状分析）2017年281.8万人※3

⑥推計C（将来展望）2020年282.7万人※4
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IV. 県営水道の上水道料金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問８】 現在お支払いいただいている上水道料金について、どう思いますか。 
（あなたの考えに最も近いものを１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．高いと思う ２．適正な料金だと思う ３．安いと思う 

４．わからない   

 

【問９】 上水道料金について、あなたが知っていることはどれですか。 
（いくつでも選び、○をつけてください。） 

１．水道事業は独立採算制で、主にお客さまからいただく水道料金の収入によって運営していること 

２．たくさん水を使うと単価が高くなる料金体系であること 

３．上水道料金は、２か月に１回検針して２か月分をまとめてお支払いいただいていること 

４．市町が運営している下水道の使用料を上水道料金と合わせてお支払いいただいていること 

５．基本料金と基本水量があること 

６．水道水の価格は、同じ量のペットボトル水に比べて安いこと 

７．どれも知らない 

 

 

 

 

 

  

上水道料金は、 

2 か月分の使用量について 

市町が運営している下水道の

使用料を合わせて 

お支払いいただいています。 
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【問１０】 基本料金についてお聞きします。 
 県営水道では、水道をお使いいただくための必要な費用をまかなうために、使

用量に関係なく基本料金として 2 か月分で一律１,４２０円（税抜き）をお支払い

ただいています。この基本料金についてどう思いますか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

 

 

 

 

  

１．今のままでよい ２．基本料金は上げたほうがよい 

３．基本料金は下げたほうがよい ４．基本料金は必要ない 

５．その他（具体的に：                                  ） 

６．わからない  

【県営水道の料金の仕組み】 

基本料金とは：水を使う量に関係なく、定額でお支払いいただく料金で、2か月で 

１,４２０円（税抜き）です。 

基本水量とは：２か月16㎥ まではいくら使っても水道料金が変わらない制度です。 

従量料金とは：水を使う量が２か月で16㎥ を超えると、超えた水量に応じた料金を 

お支払いいただきます。これが従量料金です。 

「家事用」料金・「業務用」料金の区分：料金は一般家庭の「家事用」料金と企業等

の「業務用」料金に区別されており、「家事用」の従量料金は安くな

っています。 
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【問１１】 基本水量についてお聞きします。 
 県営水道では、水道使用量が２か月で 16 ㎥ 以下であれば、水道料金が変わら

ないという基本水量についてどう思いますか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 
１．基本水量は現状のまま、２か月16 ㎥ のままでよい（図１参照） 

２．基本水量は２か月16 ㎥ より増やした方がよい（図２参照） 

３．基本水量は２か月16 ㎥ より減らした方がよい（図３参照） 

４．基本水量はなくしてもよい（定額で使える基本水量をなくす）（図４参照） 

５．その他（具体的に：                            ） 

６．わからない 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 減 

基本水量の考え方…選択肢１．２．３．４．について 

図３ 

図２ 

図４ 

図１ 

定額で使える 

基本水量はない 

定額の基本料金に 

使用水量に応じた 

料金を加算 

水量 

定額 

料 

金 

基本 

料金 

現在の 

基本水量 

16 ㎥ 

水量 

料 

金 

基本水量ゼロ 

定額 

料 

金 

水量 

基本 

料金 

現在の 

基本水量 

16 ㎥ 

定額で使える 

基本水量は 

16 ㎥ のまま 

定額 

料 

金 

基本 

料金 

現在の 

基本水量 

16 ㎥ 

増 

基本 

料金 

＜１世帯あたり2か月間の平均使用水量と平均人数（県営水道）＞ 

（30年度は１世帯あたり31.７㎥ で１世帯当たりの人数は2.09人になります） 

定額で使える 

基本水量を 

増やす 

定額で使える 

基本水量を 

減らす 

現在の 

基本水量 

16 ㎥ 
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【問１２】 従量料金についてお聞きします。 
 下の表のとおり、基本水量の２か月１6 ㎥ を超えると、１㎥ ごとに料金（従量料

金）が加算されます。また、使用する量が多くなるほど１㎥ あたりの単価が高くな

ります。この従量料金についてどう思いますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．今の単価でよい 

２．水を使うほど今より単価は高くした方がよい 

３．使用量が変わっても単価は一律で変わらない方がよい 

４．水を使うほど今より単価は安くなった方がよい 

５．その他（具体的に：                           ） 

６．わからない 

 
＜県営水道の料金（2 か月分・税抜額）＞ 

 基本料金 従量料金 単価（円/㎥ ） 

使用水量 
０～ 

16㎥ 

17～ 

30㎥ 

31～ 

40㎥ 

41～ 

60㎥ 

61～

100㎥ 

101～

200㎥ 

201～ 

600㎥ 

601～

2,000㎥ 

2,001㎥ ～

20,000㎥ 

20,001

㎥ 以上 

家事用 1,420

円 

128円 135円 172円 237円 294円 

業務用 201円 221円 280円 337円 394円 436円 

 

【問１３】 用途別料金についてお聞きします。 
 県営水道の料金は、一般家庭でお使いいただく「家事用」と企業等でお使いいた    

だく「業務用」などの用途により区分しています。上の表のとおり、家事用は業務

用よりも安くなっています。用途別料金についてどう思いますか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．今のままでよい 

２．家事用と業務用の料金の差をもっと大きくした方がよい 

３．家事用と業務用の料金の差をもっと小さくした方がよい 

４．「家事用」「業務用」の区分をなくし、お使いになる水道水の量に応じて設置して   

ある水道管の太さなどにより料金の差を設けた方がよい 

５．その他（具体的に：                            ） 

６．わからない 
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【問１４】 「水道利用加入金制度」についてお聞きします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
この「水道利用加入金制度」についてご存知ですか。 
（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．知っていた    ２．だいたい知っていた ３．知らなかった 

 

【問１５】 「水道利用加入金制度」についてどう思いますか。 

（１つだけ選び、○をつけてください。） 

１．今まで通りの制度でよい  

２．制度はなくてもよい（水道施設の整備・維持管理に必要な財源をすべて水道料金で  

まかなえばよい） 

３．その他（具体的に：                          ） 

４．わからない 

 

 

V. 県営水道の広報活動等について 
 

【問１６】 あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。 
（いくつでも選び、○をつけてください。） 

１．水源の貯水量 ２．水源や水道水の水質情報 

３．安全でおいしい水への取組み ４．環境への取組み 

５．災害対策・危機管理への取組み ６．災害時の給水拠点情報 

７．断水・濁水情報 ８．水道管や水道施設（浄水場、配水池等） 

９．水漏れ発見方法・水漏れ修理の申込先 10．水道料金に関する情報 

11．水道事業の経営状況 12．水道に関する各種手続き 

13．イベント情報 14．その他 （具体的に：      ） 

15．特にない  

「水道利用加入金制度」について 

「水道利用加入金制度」とは、新たに水道を利用するお客さまに、それまで行ってきた水

源開発や整備してきた水道施設をご利用いただくことから、その整備に要した費用の一部を

負担していただくという考え方です。 

水道利用加入金は、水道料金とともに、水道施設の整備・維持管理の財源となっています。 

 

＜水道利用加入金表（税抜額）＞（ご家庭では口径25㎜以下が多いです。） 

水道 

メーター

の区分 

口径 

25mm 
以下のもの 

口径 

25mm 
を超え 

40mm 
以下のもの 

口径 

40mm 
を超え 

50mm 
以下のもの 

口径 

50mm 
を超え 

75mm 
以下のもの 

口径 

75mm 
を超え 

100mm 
以下のもの 

口径 

100mm 
を超え 

150mm 
以下のもの 

口径 

150mm 
を超えるもの 

水道メーター 

１個あたりの 

金額 

12万円 87.5万円 135万円 325万円 555万円 1,250万円 

1,250万円 
に管理者が別

に定める額を

加えた額 
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【問１７】 あなたは県営水道に関する情報を何によって知りたいですか。 
（いくつでも選び、○をつけてください。） 

１．県営水道広報紙「さがみの水」 ２．神奈川県広報紙「県のたより」 

３．県営水道のホームページ ４．県営水道Facebook 

５．企業庁LINE※ ６．水道ﾒｰﾀｰ検針時の「上下水道料金のお知らせ｣ 

７．水道営業所の窓口 ８．新聞広告 

９．テレビコマーシャル 10．駅や電車でのポスター 

11．インターネット広告 12．自治会等の回覧 

13．その他 （具体的に：                          ） 

14．特にない  

※企業庁LINE：http://www.pref.kanagawa.jp/docs/yt7/linejyouhou.html 

【問１８】 現在、県営水道が行っている事業等についてどう思いますか。 
（あなたのお考えに最も近いものをそれぞれ１つだけ選び、○をつけてください。） 

 と
て
も
重
要
で
あ
る 

や
や
重
要
で
あ
る 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

１．地震や豪雨などの災害に強い水道づくり 1 2 ３ ４ 

２．老朽化した水道管の更新 1 2 ３ ４ 

３．人口減少など大きな環境変化に対応した安定的な経営 1 2 ３ ４ 

４．情報通信技術（ICT)や人工知能（AI）などの新しい技術を
活用した効率的な事業運営 

1 2 ３ ４ 

５．安全でおいしい水づくり 1 2 ３ ４ 

６．県営水道の取組についての積極的な広報及び情報提供 1 2 ３ ４ 

７．水道料金を安い価格で維持している １ ２ ３ ４ 

 

■最後に、神奈川県営水道事業についてのご意見を自由にお書きください。 
 

 

 

 

 
 

以上で終了となります。ご協力ありがとうございました。同封の封筒に調査票を 

入れ、令和元年１２月２日（月）までにご投函ください。 
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